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田
無
神
社
で
は
、
毎
年
６
月
30
日

に「
夏
越
大
祓
」な
ら
び
に「
鎮
火
祭
」

の
神
事
を
斎
行
し
て
お
り
ま
す
。

「
夏
越
大
祓
」
は
、
日
々
の
暮
ら

し
の
中
で
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に

身
に
受
け
た
罪
や
穢
れ
、
災
い
を
、

半
年
の
節
目
に
あ
た
る
６
月
30
日
に

祓
い
清
め
、
残
る
半
年
も
健
や
か
で

平
穏
に
過
ご
せ
る
よ
う
祈
念
す
る
、

日
本
の
伝
統
的
な
神
事
で
す
。

夏
越
大
祓
で
は
、
神
職
と
参
列
者

が
と
も
に「
大
祓
詞
」を
奏
上
し
、
神

職
の
先
導
に
よ
り
茅
の
輪
く
ぐ
り
を

行
い
ま
す
。
さ
ら
に
斎
場
を
焚
上
場

へ
移
し
、「
鎮
火
祭
」を
執
り
行
い
ま
す
。

【
日
時
】

令
和
８
年
６
月
30
日
（
火
）

午
前
10
時
・
午
後
１
時
・
午
後
４
時

（
計
３
回
斎
行
）

※

本
年
も
昨
年
同
様
、
多
く
の
ご
参

列
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
３
回
に
分

け
て
斎
行
い
た
し
ま
す
。
各
回
と
も

神
事
の
内
容
は
同
一
で
す
の
で
、
ご

都
合
の
よ
ろ
し
い
時
間
に
ご
参
列
く

だ
さ
い
。
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例
年
通
り
、
参
道
に
「
茅
の
輪
」
を

設
置
い
た
し
ま
す
。
設
置
期
間
中
は
、

茅
の
輪
を
お
く
ぐ
り
い
た
だ
き
、
身

体
健
全
・
疫
病
退
散
を
ご
祈
願
く
だ

さ
い
。

※

設
置
期
間
：
令
和
８
年
５
月
30
日

（
土
）〜
６
月
30
日（
火
）

人
形
（
ひ
と
が
た
／
形
代
）
に
氏

名
（
ふ
り
が
な
）・
生
年
月
日
を
ご

記
入
の
う
え
、
ご
自
身
の
身
体
を
撫

で
て
お
清
め
い
た
だ
き
、
息
を
吹
き

か
け
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、
人
形

を
専
用
の
袋
に
入
れ
、
ご
住
所
と
お

名
前
を
ご
記
入
の
う
え
、
社
務
所
ま

で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
お
預
か
り
し

た
人
形
は
、
６
月
30
日
（
火
）
の
夏

越
大
祓
式
に
お
い
て
、
浄
火
に
て
お

焚
き
上
げ
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
人

形
（
ひ
と
が
た
／
形
代
）は
、５
月
30

日（
土
）よ
り
社
務
所
に
て
無
料
で
配

布
し
て
お
り
ま
す
。

①
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ど
な
た
様
で
も
ご
参
列
頂
け
ま
す

茅
の
輪
の
設
置
に
つ
い
て

人
形
の
配
布
に
つ
い
て

令
和
８
年
夏
越
大
祓
式



内
務
省
神
社
局
の
指
導
の
も
と
、
明

治
39
年（
１
９
０
６
年
）か
ら
43
年（
１

９
１
０
年
）
に
か
け
て
神
社
合
祀
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
府
県
社

以
下
の
神
社
は
約
19
万
社
か
ら
13
万
社

へ
と
整
理
さ
れ
ま
し
た
。
法
令
に
よ
り
、

神
社
に
は
必
ず
神
職
を
置
く
こ
と
、
ま

た
基
本
財
産
を
積
み
立
て
る
こ
と
が
条

件
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
規
模
な
整

理
に
よ
っ
て
管
理
が
強
化
さ
れ
た
神
社

は
、
一
般
の
宗
教
施
設
と
は
区
別
さ
れ
、

国
家
祭
祀
の
威
厳
を
保
持
す
る
も
の
と

さ
れ
ま
し
た
。
一
方
で
、
整
理
の
対
象

と
な
っ
た
神
社
の
多
く
は
地
域
に
密
着

し
た
小
規
模
な
神
社
で
あ
っ
た
た
め
、

合
祀
令
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
全
国
で
激

し
い
議
論
が
巻
き
起
こ
り
ま
し
た
。

明
治
43
年
（
１
９
１
０
年
）、
田
無

神
社
で
は
、
町
内
に
点
在
し
て
い
た
５

つ
の
無
格
社
を
本
殿
に
合
祀
す
る
大
き

な
祭
典
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

５
社
と
は
、
上
向
台
に
鎮
座
し
八
衢
比

古
神
・
八
衢
比
売
神
を
主
祭
神
と
す
る

八
幡
神
社
、
下
向
台
に
鎮
座
し
素
戔
嗚

尊
を
主
祭
神
と
す
る
八
坂
神
社
、
北
芝

久
保
に
鎮
座
し
倉
稲
魂
命
を
主
祭
神
と

す
る
稲
荷
神
社
、
上
宿
に
鎮
座
し
應
神

天
皇
を
主
祭
神
と
す
る
八
幡
神
社
、
そ

し
て
谷
戸
に
鎮
座
し
猿
田
彦
命
を
主
祭

神
と
す
る
熊
野
神
社
で
す
。
こ
の
合
祀

は
、
単
に
神
社
を
一
か
所
に
ま
と
め
る

と
い
う
制
度
上
の
出
来
事
に
と
ど
ま
ら

ず
、
当
時
の
田
無
町
に
お
い
て
、
地
域

の
結
び
つ
き
や
町
の
一
体
感
を
あ
ら
た

め
て
形
に
す
る
重
要
な
機
会
で
し
た
。

以
下
に
ご
紹
介
す
る
の
は
、
そ
の
合

祀
祭
の
様
子
を
詳
し
く
伝
え
た
当
時
の

記
事
で
す
。
記
事
か
ら
は
、
各
神
社
か

ら
神
輿
で
御
神
体
を
遷
し
、
田
無
神
社

へ
と
厳
か
に
お
迎
え
す
る
ま
で
の
道
の

り
や
、
当
日
の
祭
典
の
雰
囲
気
、
さ
ら

に
町
を
挙
げ
て
こ
の
出
来
事
を
祝
っ
た

人
々
の
熱
気
が
、
生
き
生
き
と
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。
沿
道
に
集
ま
っ
た
多
く
の

人
々
、
国
旗
を
掲
げ
て
祝
意
を
表
し
た

町
の
様
子
や
賑
わ
い
な
ど
か
ら
も
、
こ

の
祭
事
が
当
時
の
田
無
町
に
と
っ
て
い

か
に
大
き
な
出
来
事
で
あ
っ
た
か
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
記
事
は
、
明
治
末
期
に

お
け
る
神
社
整
理
の
動
き
と
、
地
域
社

会
が
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て

い
た
の
か
を
知
る
う
え
で
も
、
た
い
へ

ん
貴
重
な
記
録
で
す
。
田
無
神
社
の
歴

史
を
た
ど
る
う
え
で
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
史
料
の
一
つ
と
し
て
、
こ
こ
に

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

※

参
考
と
し
て

下
向
台
に
鎮
座
す
る
八
坂
神
社
（
田

無
町
下
向
台
771
番
地
）、
上
向
台
に
鎮

座
す
る
八
幡
神
社
（
田
無
町
上
向
台
１

１
７
２
番
地
）、
北
芝
久
保
に
鎮
座
す

る
稲
荷
神
社
（
田
無
町
北
芝
久
保
２
２

３
３
番
地
）
は
官
有
地
で
あ
り
、
上
宿

に
鎮
座
す
る
八
幡
神
社
（
田
無
町
上
宿

１
７
２
０
番
地
）、
谷
戸
に
鎮
座
す
る

熊
野
神
社
（
田
無
町
谷
戸
２
８
９
８
番

地
）
は
民
有
地
で
し
た
。

北
多
摩
郡
田
無
町
に
て
は
客
月
十
二

日
合
祀
祭
典
を
擧
行
せ
り
、
従
来
此
の

町
に
は
村
社
田
無
神
社
の
外
無
格
社
五

社
あ
り
て
各
字
に
散
在
せ
し
が
該
無
格

社
は
何
れ
も
微
々
た
る
も
の
に
て
社
殿

の
設
備
完
全
な
る
も
の
な
く
年
々
の
祭

祀
も
碌
々
行
は
れ
ず
神
威
を
汚
瀆
せ
ん

こ
と
を
恐
れ
有
志
の
士
は
夙
に
村
社
に

合
祀
の
念
慮
あ
り
し
も
餘
り
急
速
に
強

行
せ
ん
に
は
却
て
崇
敬
者
の
感
情
を
害

し
町
内
の
圓
満
を
欠
く
の
虞
あ
り
と
な

し
今
日
ま
で
荏
苒
経
過
せ
し
が
最
早
機

運
熟
せ
り
と
觀
た
る
町
長
初
め
名
譽
職

員
社
掌
有
志
は
相
謀
り
相
語
ら
ひ
て
奔

東
西
走
盡
瘁
せ
ら
れ
し
結
果
圓
満
に
其

の
議
成
り
本
年
十
月
中
其
筋
へ
合
祀
の

事
を
申
請
せ
し
に
十
一
月
一
日
と
二
日

と
に
五
社
と
も
田
無
神
社
へ
合
祀
の
許

可
を
得
た
る
を
以
て
今
回
該
祭
典
を
執

行
す
る
事
と
な
り
ぬ

今
其
概
況
を
記
さ
ん
に
前
日
よ
り
社

掌
始
め
神
職
数
名
は
準
備
に
怠
り
な
く

新
調
の
神
輿
を
各
被
合
祀
神
社
崇
敬
者

總
代
に
渡
す
べ
く
準
備
し
翌
日
の
祭
典

を
待
て
り
當
日
は
天
氣
晴
朗
一
點
の
繊

雲
な
く
未
明
よ
り
天
に
轟
く
煙
花
は
暁

の
眠
を
醒
し
殆
と
耳
を
聾
せ
ん
計
り
な

り
き
午
前
十
時
定
刻
来
る
や
祭
員
一
同

賀
陽
社
掌
宅
に
集
合
し
部
署
を
定
め
各

被
合
祀
神
社
へ
祭
員
を
二
名
宛
崇
敬
者

總
代
の
案
内
に
よ
り
、
號
砲
を
合
圖
に

出
發
せ
り
各
社
は
田
無
神
社
を
中
心
と

し
て
東
西
南
北
へ
約
十
八
町
余
隔
り
居

れ
り
尤
字
上
宿
な
る
八
幡
神
社
は
最
近

く
十
二
町
程
な
れ
ば
此
處
を
五
社
の
集

合
所
と
定
め
假
宮
を
設
計
齋
主
賀
陽
社

掌
は
其
の
附
近
な
る
濱
野
氏
子
總
代
宅

に
て
待
受
け
た
り
是
よ
り
先
来
賓
は
濱

野
氏
宅
を
休
憩
所
と
な
し
あ
り
し
ゆ
へ

本
多
郡
神
社
主
任
書
記
所
田
無
分
署
長

下
田
郡
参
事
會
員
浦
野
町
長
淺
川
小
學

校
長
其
他
名
譽
職
員
参
集
し
各
社
神
輿

の
渡
御
を
待
受
ら
れ
た
り
午
後
二
時
半

各
神
輿
を
假
宮
に
安
置
し
奉
り
祭
員
伶

人
一
同
濱
野
氏
宅
に
て
暫
時
休
憩
し
先

着
者
と
共
に
出
發
せ
り
、
違
中
威
儀

堂
々
最
荘
嚴
靜
粛
に
田
無
神
社
へ
着
御

次
第
書
の
如
く
祭
典
を
執
行
せ
り
式
を

了
せ
る
は
午
後
四
時
少
し
過
ぎ
な
り
し

神
饌
幣
帛
料
供
進
社
の
制
度
は
、
地

域
の
神
社
信
仰
を
支
え
る
仕
組
み
で
あ

る
と
同
時
に
、
国
家
に
よ
る
神
社
制
度

再
編
の
一
環
と
し
て
理
解
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。田
無
神
社
は
戦
前
、村
社
の

社
格
を
有
し
、
神
饌
幣
帛
料
供
進
社
に

指
定
さ
れ
る
こ
と
で
、
財
政
面
に
お
い

て
一
部
、
国
家
の
保
護
を
受
け
て
い
ま

し
た
。

神
饌
幣
帛
料
供
進
社

と
は
、
明
治
期
か
ら
戦

後
に
か
け
て
、
神
饌
幣

帛
料
の
供
進
を
受
け
て

い
た
神
社
を
指
し
ま
す
。

こ
こ
で
い
う
神
饌
幣
帛

料
と
は
、
祭
祀
に
際
し

て
神
前
に
供
え
ら
れ
る

供
物
や
幣
帛
に
関
わ
る

費
用
を
意
味
し
て
お
り
、

近
代
日
本
に
お
け
る
神

社
行
政
の
中
で
制
度
的

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

明
治
初
期
に
整
備
さ

れ
た
近
代
社
格
制
度
は
、

神
社
の
格
式
を
段
階
的

に
定
め
た
制
度
で
す
。

神
饌
幣
帛
料
供
進
社
は
、

主
と
し
て
こ
の
近
代
社

格
制
度
に
お
け
る
郷
社

や
村
社
に
属
す
る
神
社
の
中
か
ら
指
定

さ
れ
ま
し
た
が
、
郷
社
・
村
社
の
す
べ

て
が
神
饌
幣
帛
料
供
進
社
と
な
っ
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
後
、昭
和
20
年
（
１
９
４
５
年
）

の
神
道
指
令
に
よ
り
、
神
社
は
国
家
に

よ
る
保
護
や
監
督
の
体
系
か
ら
切
り
離

さ
れ
、
宗
教
法
人
と
し
て
独
立
し
た
存

在
へ
と
再
編
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

神
饌
幣
帛
料
の
供
進
も
廃
止
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

夫
れ
よ
り
町
役
場
に
於
て
各
来
賓
祭
員

伶
人
等
に
鄭
重
な
る
饗
應
あ
り
た
り
此

の
未
曾
有
の
祭
事
を
拝
せ
ん
と
参
集
せ

る
老
若
男
女
幾
千
人
な
る
を
知
ら
ず
十

數
町
の
長
き
廣
き
道
路
の
兩
側
に
堵
列

し
殆
と
立
錐
の
地
な
き
程
な
り
き
さ
て

當
日
の
餘
興
と
し
て
は
未
明
よ
り
煙
火

を
打
揚
げ
又
花
車
一
臺
を
練
出
し
其
の

囃
子
の
音
高
く
低
く
氣
遣
の
音
頭
と
相

和
し
其
勇
ま
し
さ
言
ん
方
な
か
り
き
町

内
は
各
戸
國
旗
球
燈
を
掲
揚
し
以
て
祝

意
を
表
せ
り
、
惟
ふ
に
此
神
社
の
合
祀

た
る
や
其
整
理
上
必
要
の
事
に
て
や
が

て
神
社
の
威
嚴
を
高
む
る
所
以
な
り
當

町
は
七
百
戸
餘
あ
れ
と
も
是
に
て
一
の

田
無
神
社
と
な
り
た
れ
ば
自
然
と
此
町

の
繁
栄
の
基
と
も
な
り
又
圓
満
に
共
同

一
致
の
實
を
表
現
し
た
る
者
な
れ
ば
實

に
慶
賀
す
べ
き
現
象
に
し
て
満
腔
の
熟

誠
を
以
て
祝
す
る
所
な
り
神
社
整
理
上

の
理
想
と
せ
る
一
町
村
一
社
と
な
れ
る

は
本
郡
に
於
て
嗃
矢
な
れ
ば
大
に
特
筆

す
へ
き
價
値
あ
り
と
信
し
◇
の
一
班
を

報
す
る
に
な
ん
因
に
當
日
参
加
せ
る
祭

員
は
賀
陽
社
掌
の
外
武
藏
野
村
窪
田
、

田
邊
、
小
金
井
村
宮
本
、
星
野
、
梶
、

保
谷
村
加
藤
、
久
留
米
村
、
栗
原
星
野
、

小
平
村
宮
崎
、
千
歳
村
池
龜
の
十
一
名

な
り
、

村
社
田
無
神
社
へ
合
祀
せ
し
神
社
名
左

の
如
し

無
格
社　
八
幡
神
社　
同　
八
坂
神
社

同　
稻
荷
神
社

同　
熊
野
神
社　
同　
八
幡
神
社

祭
式
次
第
左
の
如
し

被
合
祀
神
社
動
座
祭
式
次
第

第
一
號
報
正
午
十
二
時

先
時
刻
齋
主
以
下
祓
場
ニ
着
ク

次
修
祓
式
ヲ
行
フ

次
齋
主
開
扉
復
席
ス

次
神
饌
ヲ
供
ス

次
齋
主
祝
詞
ヲ
奏
ス
（
此
間
祭
官
参
列

者
一
同
平
伏
）

次
齋
主
祭
員
拝
禮

次
崇
敬
者
總
代
玉
串
ヲ
奉
リ
拝
禮

次
神
饌
ヲ
撤
ス

次
齋
主
御
正
體
ヲ
神
輿
ニ
遷
シ
奉
ル

次
渡
御
各
自
行
列
ニ
着
ク

第
二
號
報
午
後
二
時
出
發

御
正
殿　
合
祀
祭
式
次
第

先
齋
主
祭
員
各
設
ノ
席
ニ
着
ク

参
列
員
着
席（
此
際
祓
主
修
祓
ヲ
爲
ス
）

次
齋
主
開
扉
（
此
際
奏
楽
）

齋
主
各
御
神
賓
ヲ
御
正
殿
へ
奉
遷
ス

（
此
間
奏
楽
）

次
神
饌
ヲ
供
ス
（
此
間
奏
楽
）

次
齋
主
祝
詞
ヲ
奏
ス（
此
間
一
同
平
伏
）

次
郡
長
以
下
玉
串
ヲ
奉
リ
拝
禮

次
氏
子
總
代
玉
串
ヲ
奉
リ
拝
禮

次
齋
主
玉
串
ヲ
奉
リ
拝
禮
祭
員
一
同
列
拝

次
神
饌
ヲ
撤
ス

次
閉
扉

次
各
自
退
去

以
上　
　
　
（
窪
田
生
報
）

（令和8年6月1日発行） 

②

合
祀
祭
と
供
進
社

明
治
の
合
祀
祭

彙
報
　
田
無
町
の
合
祀
祭

東
京
府
神
職
會
公
報  

第
三
十
一
号

明
治
四
十
四
年
一
月
二
十
五
日
発
行



公
費
供
進
奉
告
祭
祝
詞

内
務
省
神
社
局
の
指
導
の
も
と
、
明

治
39
年（
１
９
０
６
年
）か
ら
43
年（
１

９
１
０
年
）
に
か
け
て
神
社
合
祀
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
府
県
社

以
下
の
神
社
は
約
19
万
社
か
ら
13
万
社

へ
と
整
理
さ
れ
ま
し
た
。
法
令
に
よ
り
、

神
社
に
は
必
ず
神
職
を
置
く
こ
と
、
ま

た
基
本
財
産
を
積
み
立
て
る
こ
と
が
条

件
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
規
模
な
整

理
に
よ
っ
て
管
理
が
強
化
さ
れ
た
神
社

は
、
一
般
の
宗
教
施
設
と
は
区
別
さ
れ
、

国
家
祭
祀
の
威
厳
を
保
持
す
る
も
の
と

さ
れ
ま
し
た
。
一
方
で
、
整
理
の
対
象

と
な
っ
た
神
社
の
多
く
は
地
域
に
密
着

し
た
小
規
模
な
神
社
で
あ
っ
た
た
め
、

合
祀
令
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
全
国
で
激

し
い
議
論
が
巻
き
起
こ
り
ま
し
た
。

明
治
43
年
（
１
９
１
０
年
）、
田
無

神
社
で
は
、
町
内
に
点
在
し
て
い
た
５

つ
の
無
格
社
を
本
殿
に
合
祀
す
る
大
き

な
祭
典
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

５
社
と
は
、
上
向
台
に
鎮
座
し
八
衢
比

古
神
・
八
衢
比
売
神
を
主
祭
神
と
す
る

八
幡
神
社
、
下
向
台
に
鎮
座
し
素
戔
嗚

尊
を
主
祭
神
と
す
る
八
坂
神
社
、
北
芝

久
保
に
鎮
座
し
倉
稲
魂
命
を
主
祭
神
と

す
る
稲
荷
神
社
、
上
宿
に
鎮
座
し
應
神

天
皇
を
主
祭
神
と
す
る
八
幡
神
社
、
そ

し
て
谷
戸
に
鎮
座
し
猿
田
彦
命
を
主
祭

神
と
す
る
熊
野
神
社
で
す
。
こ
の
合
祀

は
、
単
に
神
社
を
一
か
所
に
ま
と
め
る

と
い
う
制
度
上
の
出
来
事
に
と
ど
ま
ら

ず
、
当
時
の
田
無
町
に
お
い
て
、
地
域

の
結
び
つ
き
や
町
の
一
体
感
を
あ
ら
た

め
て
形
に
す
る
重
要
な
機
会
で
し
た
。

以
下
に
ご
紹
介
す
る
の
は
、
そ
の
合

祀
祭
の
様
子
を
詳
し
く
伝
え
た
当
時
の

記
事
で
す
。
記
事
か
ら
は
、
各
神
社
か

ら
神
輿
で
御
神
体
を
遷
し
、
田
無
神
社

へ
と
厳
か
に
お
迎
え
す
る
ま
で
の
道
の

り
や
、
当
日
の
祭
典
の
雰
囲
気
、
さ
ら

に
町
を
挙
げ
て
こ
の
出
来
事
を
祝
っ
た

人
々
の
熱
気
が
、
生
き
生
き
と
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。
沿
道
に
集
ま
っ
た
多
く
の

人
々
、
国
旗
を
掲
げ
て
祝
意
を
表
し
た

町
の
様
子
や
賑
わ
い
な
ど
か
ら
も
、
こ

の
祭
事
が
当
時
の
田
無
町
に
と
っ
て
い

か
に
大
き
な
出
来
事
で
あ
っ
た
か
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
記
事
は
、
明
治
末
期
に

お
け
る
神
社
整
理
の
動
き
と
、
地
域
社

会
が
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て

い
た
の
か
を
知
る
う
え
で
も
、
た
い
へ

ん
貴
重
な
記
録
で
す
。
田
無
神
社
の
歴

史
を
た
ど
る
う
え
で
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
史
料
の
一
つ
と
し
て
、
こ
こ
に

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

※

参
考
と
し
て

下
向
台
に
鎮
座
す
る
八
坂
神
社
（
田

無
町
下
向
台
771
番
地
）、
上
向
台
に
鎮

座
す
る
八
幡
神
社
（
田
無
町
上
向
台
１

１
７
２
番
地
）、
北
芝
久
保
に
鎮
座
す

る
稲
荷
神
社
（
田
無
町
北
芝
久
保
２
２

３
３
番
地
）
は
官
有
地
で
あ
り
、
上
宿

に
鎮
座
す
る
八
幡
神
社
（
田
無
町
上
宿

１
７
２
０
番
地
）、
谷
戸
に
鎮
座
す
る

熊
野
神
社
（
田
無
町
谷
戸
２
８
９
８
番

地
）
は
民
有
地
で
し
た
。

北
多
摩
郡
田
無
町
に
て
は
客
月
十
二

日
合
祀
祭
典
を
擧
行
せ
り
、
従
来
此
の

町
に
は
村
社
田
無
神
社
の
外
無
格
社
五

社
あ
り
て
各
字
に
散
在
せ
し
が
該
無
格

社
は
何
れ
も
微
々
た
る
も
の
に
て
社
殿

の
設
備
完
全
な
る
も
の
な
く
年
々
の
祭

祀
も
碌
々
行
は
れ
ず
神
威
を
汚
瀆
せ
ん

こ
と
を
恐
れ
有
志
の
士
は
夙
に
村
社
に

合
祀
の
念
慮
あ
り
し
も
餘
り
急
速
に
強

行
せ
ん
に
は
却
て
崇
敬
者
の
感
情
を
害

し
町
内
の
圓
満
を
欠
く
の
虞
あ
り
と
な

し
今
日
ま
で
荏
苒
経
過
せ
し
が
最
早
機

運
熟
せ
り
と
觀
た
る
町
長
初
め
名
譽
職

員
社
掌
有
志
は
相
謀
り
相
語
ら
ひ
て
奔

東
西
走
盡
瘁
せ
ら
れ
し
結
果
圓
満
に
其

の
議
成
り
本
年
十
月
中
其
筋
へ
合
祀
の

事
を
申
請
せ
し
に
十
一
月
一
日
と
二
日

と
に
五
社
と
も
田
無
神
社
へ
合
祀
の
許

可
を
得
た
る
を
以
て
今
回
該
祭
典
を
執

行
す
る
事
と
な
り
ぬ

今
其
概
況
を
記
さ
ん
に
前
日
よ
り
社

掌
始
め
神
職
数
名
は
準
備
に
怠
り
な
く

新
調
の
神
輿
を
各
被
合
祀
神
社
崇
敬
者

總
代
に
渡
す
べ
く
準
備
し
翌
日
の
祭
典

を
待
て
り
當
日
は
天
氣
晴
朗
一
點
の
繊

雲
な
く
未
明
よ
り
天
に
轟
く
煙
花
は
暁

の
眠
を
醒
し
殆
と
耳
を
聾
せ
ん
計
り
な

り
き
午
前
十
時
定
刻
来
る
や
祭
員
一
同

賀
陽
社
掌
宅
に
集
合
し
部
署
を
定
め
各

被
合
祀
神
社
へ
祭
員
を
二
名
宛
崇
敬
者

總
代
の
案
内
に
よ
り
、
號
砲
を
合
圖
に

出
發
せ
り
各
社
は
田
無
神
社
を
中
心
と

し
て
東
西
南
北
へ
約
十
八
町
余
隔
り
居

れ
り
尤
字
上
宿
な
る
八
幡
神
社
は
最
近

く
十
二
町
程
な
れ
ば
此
處
を
五
社
の
集

合
所
と
定
め
假
宮
を
設
計
齋
主
賀
陽
社

掌
は
其
の
附
近
な
る
濱
野
氏
子
總
代
宅

に
て
待
受
け
た
り
是
よ
り
先
来
賓
は
濱

野
氏
宅
を
休
憩
所
と
な
し
あ
り
し
ゆ
へ

本
多
郡
神
社
主
任
書
記
所
田
無
分
署
長

下
田
郡
参
事
會
員
浦
野
町
長
淺
川
小
學

校
長
其
他
名
譽
職
員
参
集
し
各
社
神
輿

の
渡
御
を
待
受
ら
れ
た
り
午
後
二
時
半

各
神
輿
を
假
宮
に
安
置
し
奉
り
祭
員
伶

人
一
同
濱
野
氏
宅
に
て
暫
時
休
憩
し
先

着
者
と
共
に
出
發
せ
り
、
違
中
威
儀

堂
々
最
荘
嚴
靜
粛
に
田
無
神
社
へ
着
御

次
第
書
の
如
く
祭
典
を
執
行
せ
り
式
を

了
せ
る
は
午
後
四
時
少
し
過
ぎ
な
り
し

神
饌
幣
帛
料
供
進
社
の
制
度
は
、
地

域
の
神
社
信
仰
を
支
え
る
仕
組
み
で
あ

る
と
同
時
に
、
国
家
に
よ
る
神
社
制
度

再
編
の
一
環
と
し
て
理
解
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。田
無
神
社
は
戦
前
、村
社
の

社
格
を
有
し
、
神
饌
幣
帛
料
供
進
社
に

指
定
さ
れ
る
こ
と
で
、
財
政
面
に
お
い

て
一
部
、
国
家
の
保
護
を
受
け
て
い
ま

し
た
。

神
饌
幣
帛
料
供
進
社

と
は
、
明
治
期
か
ら
戦

後
に
か
け
て
、
神
饌
幣

帛
料
の
供
進
を
受
け
て

い
た
神
社
を
指
し
ま
す
。

こ
こ
で
い
う
神
饌
幣
帛

料
と
は
、
祭
祀
に
際
し

て
神
前
に
供
え
ら
れ
る

供
物
や
幣
帛
に
関
わ
る

費
用
を
意
味
し
て
お
り
、

近
代
日
本
に
お
け
る
神

社
行
政
の
中
で
制
度
的

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

明
治
初
期
に
整
備
さ

れ
た
近
代
社
格
制
度
は
、

神
社
の
格
式
を
段
階
的

に
定
め
た
制
度
で
す
。

神
饌
幣
帛
料
供
進
社
は
、

主
と
し
て
こ
の
近
代
社

格
制
度
に
お
け
る
郷
社

や
村
社
に
属
す
る
神
社
の
中
か
ら
指
定

さ
れ
ま
し
た
が
、
郷
社
・
村
社
の
す
べ

て
が
神
饌
幣
帛
料
供
進
社
と
な
っ
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
後
、昭
和
20
年
（
１
９
４
５
年
）

の
神
道
指
令
に
よ
り
、
神
社
は
国
家
に

よ
る
保
護
や
監
督
の
体
系
か
ら
切
り
離

さ
れ
、
宗
教
法
人
と
し
て
独
立
し
た
存

在
へ
と
再
編
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

神
饌
幣
帛
料
の
供
進
も
廃
止
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

夫
れ
よ
り
町
役
場
に
於
て
各
来
賓
祭
員

伶
人
等
に
鄭
重
な
る
饗
應
あ
り
た
り
此

の
未
曾
有
の
祭
事
を
拝
せ
ん
と
参
集
せ

る
老
若
男
女
幾
千
人
な
る
を
知
ら
ず
十

數
町
の
長
き
廣
き
道
路
の
兩
側
に
堵
列

し
殆
と
立
錐
の
地
な
き
程
な
り
き
さ
て

當
日
の
餘
興
と
し
て
は
未
明
よ
り
煙
火

を
打
揚
げ
又
花
車
一
臺
を
練
出
し
其
の

囃
子
の
音
高
く
低
く
氣
遣
の
音
頭
と
相

和
し
其
勇
ま
し
さ
言
ん
方
な
か
り
き
町

内
は
各
戸
國
旗
球
燈
を
掲
揚
し
以
て
祝

意
を
表
せ
り
、
惟
ふ
に
此
神
社
の
合
祀

た
る
や
其
整
理
上
必
要
の
事
に
て
や
が

て
神
社
の
威
嚴
を
高
む
る
所
以
な
り
當

町
は
七
百
戸
餘
あ
れ
と
も
是
に
て
一
の

田
無
神
社
と
な
り
た
れ
ば
自
然
と
此
町

の
繁
栄
の
基
と
も
な
り
又
圓
満
に
共
同

一
致
の
實
を
表
現
し
た
る
者
な
れ
ば
實

に
慶
賀
す
べ
き
現
象
に
し
て
満
腔
の
熟

誠
を
以
て
祝
す
る
所
な
り
神
社
整
理
上

の
理
想
と
せ
る
一
町
村
一
社
と
な
れ
る

は
本
郡
に
於
て
嗃
矢
な
れ
ば
大
に
特
筆

す
へ
き
價
値
あ
り
と
信
し
◇
の
一
班
を

報
す
る
に
な
ん
因
に
當
日
参
加
せ
る
祭

員
は
賀
陽
社
掌
の
外
武
藏
野
村
窪
田
、

田
邊
、
小
金
井
村
宮
本
、
星
野
、
梶
、

保
谷
村
加
藤
、
久
留
米
村
、
栗
原
星
野
、

小
平
村
宮
崎
、
千
歳
村
池
龜
の
十
一
名

な
り
、

村
社
田
無
神
社
へ
合
祀
せ
し
神
社
名
左

の
如
し

無
格
社　
八
幡
神
社　
同　
八
坂
神
社

同　
稻
荷
神
社

同　
熊
野
神
社　
同　
八
幡
神
社

祭
式
次
第
左
の
如
し

被
合
祀
神
社
動
座
祭
式
次
第

第
一
號
報
正
午
十
二
時

先
時
刻
齋
主
以
下
祓
場
ニ
着
ク

次
修
祓
式
ヲ
行
フ

次
齋
主
開
扉
復
席
ス

次
神
饌
ヲ
供
ス

次
齋
主
祝
詞
ヲ
奏
ス
（
此
間
祭
官
参
列

者
一
同
平
伏
）

次
齋
主
祭
員
拝
禮

次
崇
敬
者
總
代
玉
串
ヲ
奉
リ
拝
禮

次
神
饌
ヲ
撤
ス

次
齋
主
御
正
體
ヲ
神
輿
ニ
遷
シ
奉
ル

次
渡
御
各
自
行
列
ニ
着
ク

第
二
號
報
午
後
二
時
出
發

御
正
殿　
合
祀
祭
式
次
第

先
齋
主
祭
員
各
設
ノ
席
ニ
着
ク

参
列
員
着
席（
此
際
祓
主
修
祓
ヲ
爲
ス
）

次
齋
主
開
扉
（
此
際
奏
楽
）

齋
主
各
御
神
賓
ヲ
御
正
殿
へ
奉
遷
ス

（
此
間
奏
楽
）

次
神
饌
ヲ
供
ス
（
此
間
奏
楽
）

次
齋
主
祝
詞
ヲ
奏
ス（
此
間
一
同
平
伏
）

次
郡
長
以
下
玉
串
ヲ
奉
リ
拝
禮

次
氏
子
總
代
玉
串
ヲ
奉
リ
拝
禮

次
齋
主
玉
串
ヲ
奉
リ
拝
禮
祭
員
一
同
列
拝

次
神
饌
ヲ
撤
ス

次
閉
扉

次
各
自
退
去

以
上　
　
　
（
窪
田
生
報
）

田無神社社報
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公
費
供
進
に
つ
い
て



尉
殿
の
神
格
を
特
定
し
、
そ
の
由
来

を
理
解
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
明
治

初
期
の
初
代
社
掌
（
宮
司
）
の
賀
陽
濟
、

二
代
目
社
掌
の
賀
陽
尚
賢
の
時
代
か
ら

続
い
て
き
ま
し
た
。
筆
者
も
可
能
な
限

り
調
査
を
重
ね
て
お
り
ま
す
が
、
現
時

点
で
は
決
定
的
な
資
料
の
発
見
に
は
至

っ
て
い
ま
せ
ん
。
尉
殿
権
現
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
論
文
等
に
よ
る
学
術
的
な

研
究
の
蓄
積
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
解
明

が
進
む
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

令
和
４
年(

２
０
２
２
年)

に
刊
行

し
た
御
遷
座
三
五
〇
年
記
念
誌
『
写
真

と
資
料
か
ら
見
る
田
無
神
社
』
で
は
、

尉
殿
に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
説
・
解

釈
を
紹
介
し
、
垂
迹
神
で
あ
る
倶
利
伽

羅
不
動
明
王
は
雨
を
も
た
ら
す
水
の
守

護
神
、
シ
ナ
ツ
ヒ
コ
ノ
ミ
コ
ト
・
シ
ナ

ト
ベ
ノ
ミ
コ
ト
は
風
雨
の
調
和
と
五
穀

豊
穣
を
司
る
神
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
尉

殿
は
水
の
神
で
あ
る
と
整
理
し
ま
し
た
。

そ
の
際
、
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
記
載

で
き
な
か
っ
た
説
・
解
釈
に
つ
い
て
は
、

社
報
に
お
い
て
、「
尉
殿
考
」
と
し
て

紹
介
し
て
い
ま
す
。

第
１
回
で
は
、
昭
和
38
年(

１
９
６

３
年)

に
大
國
魂
神
社
が
刊
行
し
た『
武

蔵
府
中
物
語
』
の
尉
殿
の
記
述
を
紹
介

し
ま
し
た
。
第
２
回
で
は
、
昭
和
59
年

(

１
９
８
４
年)

に
保
谷
市
役
所
が
刊

行
し
た
『
保
谷
市
史 

別
冊
二 

保
谷
の

石
仏
と
石
塔
』
に
お
け
る
尉
殿
の
記
述

を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
第
３
回
で
は
、

平
成
18
年
（
２
０
０
６
年)

に
刊
行
さ

れ
た
片
桐
譲
著
『
神
と
仏
と
村
落
共
同

体―

宗
教
社
会
史
の
視
座
か
ら―

』

を
紹
介
し
ま
し
た
。
第
４
回
で
は
、
昭

和
61
年
（
１
９
８
６
年)

に
埼
玉
県
神

社
庁
が
刊
行
し
た
『
埼
玉
の
神
社 

入

間
・
北
埼
玉
・
秩
父
』
を
紹
介
し
ま
し
た
。

今
回
は
平
成
３
年
（
１
９
９
１
年
）

に
埼
玉
県
郷
土
文
化
会
よ
り
刊
行
さ
れ

た
『
埼
玉
史
談
』
第
38
巻
第
２
号
に
収

録
さ
れ
た
、
神
山
健
吉
氏
の
論
考
「
ジ

ュ
ウ
ド
ノ
」
考
（
下
）
を
紹
介
し
ま
す
。

本
論
考
は
、「
ジ
ュ
ウ
ド
ノ
」
と
い

う
語
や
信
仰
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
地

域
史
・
民
俗
史
の
観
点
か
ら
検
討
を
加

え
た
も
の
で
あ
り
、
白
山
信
仰
と
十
一

面
観
音
と
の
間
に
、
ジ
ュ
ド
ノ
に
関
わ

る
共
通
性
を
見
い
だ
し
て
い
ま
す
。
と

り
わ
け
著
者
が
注
目
す
る
の
は
、
十
一

面
観
音
が
本
地
仏
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
点
で
す
。
著
者
は
、
こ
の
事

実
を
ふ
ま
え
、
十
一
面
観
音
が
白
山
に

お
い
て
水
分
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る

こ
と
と
の
関
連
を
重
視
し
、
ジ
ュ
ウ
ド

ノ
社
の
古
い
段
階
に
お
け
る
祭
神
と
の

結
び
つ
き
を
考
察
し
、
水
神
信
仰
、
十

な
お
、
十
一
面
観
音
が
白
山
で
水
分

の
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
十
一
面
観
音
と
白
山
信
仰
と
が

ま
た
深
く
関
わ
っ
て
く
る
。
大
宮
市

染
谷
の
重
殿
権
現
社
の
祠
に
、「
重

殿
大
権
現
」
の
木
札
が
「
白
山
妙
理

大
権
現
」
と
共
に
ご
神
体
代
わ
り
に

併
祀
さ
れ
て
い
る
の
は
、
両
者
の
関

係
を
知
る
上
で
極
め
て
暗
示
的
で
あ

る
。
高
麗
川
と
都
幾
川
の
合
流
地
点

の
坂
戸
市
赤
尾
の
ズ
ウ
ド
ン
に
は
白

山
社
が
あ
る
し
、
保
谷
市
の
尉
殿
神

社
の
前
身
、
尉
殿
権
現
社
が
正
保
４

年
（
１
６
４
７
年
）
ま
で
鎮
座
し
て

い
た
谷
戸
付
近
の
古
く
か
ら
の
住
民

が
信
仰
し
て
い
た
の
は
白
山
だ
と
言

う
古
老
の
話
に
も
、
白
山
信
仰
と

ジ
ュ
ウ
ド
ノ
と
の
密
接
な
関
係
を
窺

い
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

神
山
健
吉
（
１
９
９
１
年
）『「
ジ
ュ

ウ
ド
ノ
」
考
（
下
）』（
埼
玉
県
郷
土

文
化
会
『
埼
玉
史
談
』
第
38
巻
第
２

号
所
収
）
p
20̶

21

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
一
つ
注
目
す
べ

き
事
実
が
あ
る
。
そ
れ
は
戸
田
市
大

野
の
氏
神
で
あ
っ
た
重
殿
権
現
社
が

本
地
仏
と
し
て
十
一
面
観
音
を
安
じ

て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
小
川

町
能
増
の
重
殿
に
あ
る
八
宮
神
社
も

同
じ
く
十
一
面
観
音
を
本
地
仏
と
し

て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
更
に
、
田
無

神
社
が
所
蔵
す
る
明
治
二
十
五
年
に

書
写
さ
れ
た
田
無
村
尉
殿
権
現
社
の

縁
起
書
に
も
、
こ
の
神
社
が
十
一
面

観
音
を
本
地
仏
と
し
て
い
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
。
十
一
面
観
音
が
白

山
で
水
分
の
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
思
い
を
致
せ
ば
、
こ
の
観

音
が
ジ
ュ
ウ
ド
ノ
社
の
最
も
古
い
時

期
の
祭
神
で
あ
っ
た
可
能
性
は
十
二

分
に
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
水
分
の
神
だ
か
ら
こ
そ
、
各

地
で
水
神
と
し
て
祀
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。
従
っ

て
、
今
日
各
種
の
文
字
を
宛
て
て
い

る
ジ
ュ
ウ
ド
ノ
の
原
型
は
水
殿
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

一
面
観
音
信
仰
、
白
山
信
仰
が
重
な
り

合
う
歴
史
的
・
民
俗
的
文
脈
の
中
で
理

解
し
よ
う
と
す
る
も
の
と
い
え
ま
す
。

※

埼
玉
県
を
中
心
に
、
尉
殿
は
「
ジ
ョ

ウ
ド
ノ
」「
ジ
ュ
ウ
ド
ノ
」「
ズ
ー
ド
ノ
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
呼
称
で
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
田
無
神
社
で
は
尉
殿
が
江

戸
時
代
以
前
か
ら
「
ジ
ョ
ウ
ド
ノ
」
と

呼
ば
れ
、
水
分
の
神
と
し
て
祀
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

（令和8年6月1日発行）

④

「
尉
殿
考
」第
五
回

シ 

リ 

ー 

ズ

み
く
ま
り
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長
年
に
わ
た
り
大
切
に
所
蔵
・
保
存

さ
れ
て
き
た
写
真
を
、
社
報
で
紹
介
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
御
遷
座
三
五
〇

年
記
念
誌
『
写
真
と
資
料
か
ら
見
る
田

無
神
社
』
に
お
い
て
、
紙
幅
の
都
合
に

よ
り
掲
載
で
き
な
か
っ
た
写
真
７
点
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
末
よ
り
、

田
無
神
社
公
式
H
P
で
も
明
治
・
大
正
・

昭
和
期
の
境
内
や
祭
礼
の
様
子
を
順
次

ご
紹
介
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ

て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

田無神社社報

⑤

写
真
で
め
ぐ
る

田
無
神
社
の
記
録





「
澎
湖
の
瘴
風
臺
島
乃
陣
、
百
万
死
に

一
生
を
得
た
る
を
感
謝
す

陸
軍
歩
兵
　
福
島
久
蔵

明
治
三
十
一
年
二
月
出
陣
　
記
念
日
」

田
無
神
社
拝
殿
に
は
、
台
湾
・
澎
湖

島
か
ら
の
帰
還
を
記
念
す
る
額
が
掲
げ

ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
上
記
の
よ
う

な
文
言
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。「
瘴
風

臺
」
と
い
う
表
現
は
、「
瘴
」

が
熱
気
や
悪
疫
の
立
ち
こ
め

る
土
地
を
意
味
す
る
こ
と
か

ら
、
当
時
流
行
し
た
コ
レ
ラ

な
ど
の
感
染
症
を
指
し
て
い

る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

明
治
28
年
（
１
８
９
５
年
）

３
月
23
日
、
日
本
陸
軍
は
台

湾
本
島
の
西
方
約
50
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
に
位
置
す
る
澎
湖
島

に
上
陸
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
戦
い
で
は
軍
内
部
に
コ

レ
ラ
が
広
が
り
、
多
く
の
死

者
を
出
し
た
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
澎
湖
島
で
の
戦

い
に
お
い
て
は
、
千
人
を
超

え
る
将
兵
が
命
を
落
と
し
た

と
さ
れ
、
過
酷
な
戦
地
で
あ

っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

一
方
で
、こ
の
額
に
は
「
明

治
31
年
（
１
８
９
８
年
）
二

月
出
陣
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
澎

湖
島
の
戦
い
そ
の
も
の
は
明
治
28
年

（
１
８
９
５
年
）
の
出
来
事
で
す
。
こ

の
年
代
の
ず
れ
に
つ
い
て
は
詳
細
が
明

ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
澎
湖
島
に

関
わ
る
そ
の
後
の
軍
務
や
戦
役
を
指
し

て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
明

治
30
年
（
１
８
９
７
年
）
11
月
１
日
に

こ
の
祝
詞
は
、
日
清
戦

争
中
、
大
本
営
が
宮
中
か

ら
広
島
城
内
に
移
転
し
た

こ
と
を
奉
告
す
る
も
の
で

す
。
兵
站
の
要
衝
で
あ
る

広
島
に
は
、明
治
27
年（
１

８
９
４
年
）
９
月
13
日
に

大
本
営
が
移
転
し
、
そ
の

２
日
後
の
９
月
15
日
に
明

治
天
皇
が
移
御
さ
れ
ま
し

た
。
祝
詞
の
記
述
に
よ
れ

ば
、
祭
儀
は
９
月
15
日
に

斎
行
さ
れ
た
と
あ
り
、
明

治
天
皇
の
移
御
と
同
日
に

斎
行
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

な
お
、文
中
に
あ
る「
今

年
明
治
廿
七
年
六
月
乃
頃

與
里
朝
鮮
国
尓
事
起
天
」

と
は
、
日
清
戦
争
開
戦
の

契
機
と
な
っ
た
甲
午
農
民

戦
争
に
端
を
発
す
る
朝
鮮

半
島
の
混
乱
を
指
し
て
い

ま
す
。

は
台
湾
総
督
府
官
制
が
施
行
さ
れ
、
日

本
に
よ
る
台
湾
統
治
の
制
度
が
整
え
ら

れ
ま
し
た
。
以
後
、
お
よ
そ
50
年
に
わ

た
り
、
日
本
の
統
治
が
続
く
こ
と
と
な

り
ま
す
。

な
お
、
出
兵
し
た
福
島
久
蔵
に
つ
い

て
は
、
田
無
神
社
拝
殿
に
掛
か
る
「
我

武
維
揚
」
の
額
に
そ
の
名
は
見
え
ず
、

こ
の
点
も
あ
わ
せ
て
興
味
深
い
と
こ
ろ

で
す
。

田無神社社報

⑦

台
湾
澎
湖
島
帰
還
額

大
本
営
広
島
移
転
奉
告
祝
詞



こ
れ
ら
は
、
日
清
戦

争
の
軍
資
金
へ
の
献
金

に
対
す
る
褒
状
で
す
。

当
時
の
田
無
神
社
社
掌

で
あ
っ
た
賀
陽
尚
賢
が
、

そ
れ
ぞ
れ
１
円
と
30
銭

を
寄
付
し
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

褒
状
は
い
ず
れ
も
、
明

治
30
年（
１
８
９
７
年
）

６
月
１
日
付
で
賞
勲
局

か
ら
交
付
さ
れ
た
も
の

で
す
。

当
時
の
日
本
は
、
近

代
国
家
と
し
て
の
財
政

基
盤
を
整
え
つ
つ
あ
り

ま
し
た
が
、
大
規
模
な

対
外
戦
争
を
行
う
に
は

通
常
の
税
収
だ
け
で
は

不
十
分
で
し
た
。
そ
の

た
め
、
国
民
か
ら
資
金

を
集
め
る
形
で
国
債
を

発
行
し
、
軍
備
や
兵
士

の
輸
送
、
戦
地
で
の
諸

経
費
な
ど
に
充
て
ま
し

た
。

一
の
鳥
居
は
、
氏
子
ら
の
奉
納
に
よ

り
、
明
治
28
年
（
１
８
９
５
）
11
月
に

建
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
年
は
日
清
戦

争
の
終
結
に
あ
た
り
、
講
和
条
約
の
調

印
や
三
国
干
渉
な
ど
、
外
交
・
軍
事
上

の
大
き
な
画
期
と
な
っ
た
年
で
す
。
そ

の
た
め
、
建
立
の
時
期
か
ら
み
て
、
こ

の
鳥
居
奉
納
は
戦
争
終
結
後
の
社
会
的

高
揚
の
中
で
行
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
り
、

一
の
鳥
居
も
、
日
清
戦
争
後
の
時
勢
と

関
わ
る
奉
納
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

加
え
て
、
こ
の
時
期
は
大
日
本
帝
国

憲
法
発
布
後
、
産
業
や
教
育
の
整
備
が

進
み
、
神
社
が
地
域
の
中
心
と
し
て
再

編
・
整
備
さ
れ
て
い
く
時
代
で
も
あ
り

ま
し
た
。

写
真
に
は
、
一
の
鳥
居
の
基
壇
の
工

事
が
行
わ
れ
、
鳥
居
に
は
シ
ミ
の
よ
う

な
痕
跡
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
青
梅
街
道

に
は
車
が
走
り
、
そ
の
奥
に
は
商
店
が

見
え
ま
す
。
ま
た
、
手
前
に
は
木
製
の

由
緒
書
看
板
と
巴
紋
の
提
灯
が
見
ら
れ

ま
す
。

（令和8年6月1日発行）

⑧

一
の
鳥
居

献
納
褒
状







社
報
44
号
に
お
い
て
田
無
神
社
宮
世

話
人
の
下
田
信
助
さ
ん
に
戦
時
中
の
お

話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。
本
号
で
は
、

鶴
田
實
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
す
。

鶴
田
實
さ
ん
は
昭
和
11
年
（
１
９
３

６
）
７
月
28
日
生
ま
れ
。
幼
少
期
を
田

無
の
南
町
で
過
ご
し
、
終
戦
を
９
歳
で

迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、
株
式
会

社
鶴
田
工
務
店
の
取
締
役
会
長
を
務
め

て
お
ら
れ
ま
す
。
今
回
う
か
が
っ
た
証

言
に
は
、
空
襲
、
出
征
兵
士
の
見
送
り
、

そ
し
て
終
戦
後
に
現
れ
た
米
兵
の
姿
な

ど
、
戦
争
が
地
域
の
暮
ら
し
の
中
に
深

く
入
り
込
ん
で
い
た
実
情
が
語
ら
れ
て

い
ま
す
。

本
稿
で
は
、
鶴
田
さ
ん
の
証
言
を
で

き
る
だ
け
活
か
し
つ
つ
、
参
考
記
事
を

加
え
、
地
域
史
資
料
と
し
て
読
め
る
形

に
整
理
し
ま
し
た
。
な
お
、
兵
器
名
や

出
来
事
の
理
解
に
は
、
鶴
田
さ
ん
が
後

年
得
た
知
識
に
も
と
づ
く
推
測
を
含
む

部
分
が
あ
り
ま
す
。

は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
警
察
で
は

な
く
憲
兵
隊
が
回
収
し
て
い
っ
た
と
い

う
記
憶
は
、
当
時
の
社
会
に
お
い
て
軍

が
強
い
権
限
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
よ

く
伝
え
て
い
ま
す
。

注
１　
風
船
爆
弾

太
平
洋
戦
争
末
期
、
日
本
軍
は
偏
西

風
を
利
用
し
て
ア
メ
リ
カ
本
土
に
到
達

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
気
球
型
の
爆

弾
を
放
ち
ま
し
た
。
一
般
に
「
風
船
爆

弾
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
本
証
言
に
出
て

く
る
物
体
が
そ
れ
に
関
係
す
る
か
は
未

確
定
で
す
。

二
　
買
い
出
し
の
人
々

〔
鶴
田
さ
ん
の
証
言
〕

「
都
内
か
ら
西
武
鉄
道
に
乗
っ
て
、

田
無
ま
で
買
い
出
し
に
来
る
女
性
た
ち

が
い
ま
し
た
。
麦
の
お
し
わ
り
や
ジ
ャ

ガ
イ
モ
、
さ
つ
ま
い
も
を
買
い
に
来
る

人
も
い
ま
し
た
し
、
物
々
交
換
の
た
め

に
、
農
家
が
持
っ
て
い
な
い
服
や
着
物
、

靴
な
ど
を
持
っ
て
来
る
人
も
い
ま
し
た
。

リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
買
い
に
来
る
女

性
の
中
に
は
、
お
化
粧
を
し
て
い
る
人

も
い
ま
し
た
。
赤
坂
あ
た
り
か
ら
買
い

に
来
る
人
も
い
ま
し
た
し
、『
子
ど
も

が
い
る
の
で
、
ど
う
し
て
も
食
べ
物
を

分
け
て
く
だ
さ
い
』
と
い
う
人
も
い
ま

し
た
。
農
家
で
は
ニ
ワ
ト
リ
を
飼
っ
て

い
た
の
で
、
卵
や
鶏
肉
を
食
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
が
、
野
良
犬
を
食
べ
る

一
　
庭
の
木
に
引
っ
か
か
っ
た
も
の

〔
鶴
田
さ
ん
の
証
言
〕

「
６
歳
の
時
の
こ
と
で
す
か
ら
、
今

か
ら
84
年
前
く
ら
い
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
自
宅
の
庭
に
あ
る

木
に
、
大
き
な
気
球
の
よ
う
な
も
の
が

引
っ
か
か
り
ま
し
た
。
大
き
さ
は
８
畳

間
１
つ
分
く
ら
い
あ
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
風
船
の
よ
う
な
も
の
で
、
下
に

箱
が
付
い
て
い
ま
し
た
。
す
ぐ
に
田
無

警
察
署
に
届
け
ま
し
た
が
、
お
巡
り
さ

ん
も
そ
れ
が
何
な
の
か
分
か
ら
な
か
っ

た
よ
う
で
し
た
。
そ
の
あ
と
憲
兵
隊
が

来
て
、
そ
の
気
球
の
よ
う
な
も
の
を
持

っ
て
い
き
ま
し
た
。
当
時
は
、
お
巡
り

さ
ん
よ
り
兵
隊
の
方
が
偉
か
っ
た
で
す
。

子
ど
も
の
頃
は
、
そ
れ
が
何
な
の
か
分

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
か
ら
考
え

る
と
、
日
本
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
向
か
っ

て
吹
く
偏
西
風
に
乗
せ
て
放
た
れ
た
風

船
爆
弾
の
試
作
機
の
よ
う
な
も
の
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

こ
の
物
体
が
実
際
に
何
で
あ
っ
た
か

は
、
こ
の
証
言
だ
け
で
断
定
す
る
こ
と

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。兵
隊
さ
ん
が『
赤

い
毛
の
犬
は
お
い
し
い
』
と
言
っ
て
い

た
の
も
覚
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
西
武

鉄
道
で
は
、
東
京
都
内
で
集
め
ら
れ
た

し
尿
を
運
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

農
村
で
肥
料
と
し
て
使
う
た
め
で
も
あ

り
、
都
市
の
衛
生
対
策
に
も
な
る
仕
組

み
で
し
た
。
私
た
ち
も
リ
ア
カ
ー
を
引

い
て
田
無
駅
ま
で
行
き
、
し
尿
を
も
ら

っ
て
き
た
も
の
で
す
。
荻
窪
や
吉
祥
寺

あ
た
り
に
住
ん
で
い
る
人
は
、
お
金
持

ち
で
白
い
米
を
食
べ
て
い
て
栄
養
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
た
の
で
、
そ
う
い
う

人
た
ち
の
し
尿
は
直
接
も
ら
い
に
行
く

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を「
金
糞
」

と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
陸
稲
に
は
よ
い

肥
料
に
な
っ
た
の
で
、
畑
に
ま
い
て
い

ま
し
た
。
た
だ
、
日
中
に
な
っ
て
乾
い

て
く
る
と
、
に
お
い
を
含
ん
だ
風
が
吹

く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
し
、
混
ざ
っ
て

い
た
新
聞
紙
な
ど
が
飛
ん
で
い
く
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。」

参
考
図
書　
保
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
会 

（
１
９
８
９
年
）『
保
谷
市
史
通
史
編
３

近
現
代
』
p
385-

386

昭
和
19
年
に
入
る
と
食
料
不
足
の
度

合
い
も
よ
り
高
く
な
り
、
そ
れ
を
反
映

し
て
東
京
で
は
野
良
犬
が
横
行
し
た
と

言
わ
れ
て
い
る
。
燃
料
節
約
と
ト
ラ
ッ

ク
不
足
か
ら
、
武
蔵
野
鉄
道
・
西
武
鉄

道
で
夜
間
に
、
沿
線
農
園
向
け
の
し
尿

島
飛
行
機
破
壊
が
B
29
の
当
初
の
目
的

で
あ
っ
た
か
ら
、
搭
載
し
て
い
る
の
は

ほ
と
ん
ど
が
爆
弾
で
あ
っ
た
た
め
破
裂

音
は
べ
ら
ぼ
う
に
大
き
く
、
そ
の
１
ト

ン
爆
弾
の
威
力
は
凄
ま
じ
か
っ
た
。

四
　
並
ん
だ
ド
ラ
ム
缶

〔
鶴
田
さ
ん
の
証
言
〕

「
武
蔵
野
女
子
学
院
の
周
り
に
は
、

兵
隊
が
ド
ラ
ム
缶
を
た
く
さ
ん
並
べ
て

置
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
コ
ー

ル
タ
ー
ル
が
入
っ
て
い
て
、
ど
ろ
ど
ろ

し
て
い
ま
し
た
。
空
襲
が
あ
る
と
、
そ

れ
を
火
を
付
け
燻
し
て
黒
い
煙
を
出
す

ん
で
す
。
そ
う
す
る
と
飛
行
機
か
ら
下

が
見
え
に
く
く
な
る
。
煙
は
も
う
も
う

と
立
ち
上
が
り
、
終
わ
り
の
サ
イ
レ
ン

が
鳴
る
と
す
ぐ
に
消
す
ん
で
す
。
中
島

飛
行
機
の
工
場
あ
た
り
を
隠
す
役
割
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

今
の
田
無
工
科
高
等
学
校
や
柳
沢
小
学

校
あ
た
り
に
は
時
限
爆
弾
が
た
く
さ
ん

落
ち
た
と
思
い
ま
す
。
爆
弾
が
落
ち
る

と
、
深
い
穴
が
で
き
て
、
そ
こ
か
ら
水

が
出
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
柳
沢

の
ガ
ス
タ
ン
ク
あ
た
り
に
爆
弾
が
落
ち

て
、
青
梅
街
道
が
水
浸
し
に
な
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
女
の
子
を
助
け
に
行
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
深
大
寺
街
道
辺
り

で
も
水
が
出
ま
し
た
。
昭
和
20
年
に
清

瀬
の
親
戚
の
家
に
疎
開
し
た
際
に
は
、

田
無
の
方
を
見
る
と
煙
が
上
が
っ
て
い

る
の
が
よ
く
見
え
ま
し
た
。
女
性
た
ち

は
飯
能
方
面
、
名
栗
方
面
へ
２
ヶ
月
く

ら
い
疎
開
し
ま
し
た
。」

参
考
図
書　
武
蔵
野
女
子
学
院
中
学

校
・
高
等
学
校 

松
岡
千
里
（
２
０
１

０
年
）『
戦
時
日
誌
類
か
ら
み
た
戦
時

下
の
武
蔵
野
女
子
学
院
』
p
16

日
本
本
土
へ
の
空
襲
が
激
し
く
な
る

と
、
軍
部
は
学
校
や
寺
院
な
ど
を
応
急

的
に
兵
舎
（
学
校
兵
舎
）
と
し
始
め
た
。

学
院
の
施
設
自
体
も
次
第
に
戦
時
色

を
増
し
、
１
９
４
４
年
（
昭
和
19
年
）

３
月
に
は
「
東
京
都
立
武
蔵
野
女
子
学

院
託
児
所
」
が
旧
弓
道
場
内
に
開
設
さ

れ
、
同
年
11
月
に
は
校
舎
の
一
部
に
、

本
土
防
衛
の
高
射
砲
隊
東
部
１
９
９
１

部
隊
が
入
り
、
同
年
12
月
末
に
は
、
軍

の
命
令
に
よ
り
、
空
襲
を
避
け
る
た
め

校
舎
全
体
に
迷
彩
が
施
さ
れ
た
。
塗
料

が
手
に
入
ら
ず
、
コ
ー
ル
タ
ー
ル
を
使

っ
て
白
い
講
堂
は
黒
く
塗
ら
れ
た
。
こ

の
と
き
の
日
誌
に
は
「
校
舎
表
面
泥
土

塗
抹
作
業
に
兵
隊
朝
よ
り
従
事
。
白
亜

の
殿
堂
も
惜
し
い
哉
、
姿
を
消
さ
ん
と

す
」
と
記
さ
れ
、
無
念
さ
が
滲
み
出
て

い
る
。
さ
ら
に
１
９
４
５
年
（
昭
和
20

年
）
６
月
に
は
校
舎
の
一
部
を
燕
部
隊

に
提
供（
正
門
に
営
門
が
設
置
さ
れ
た
）、

校
庭
の
至
る
と
こ
ろ
に
防
空
壕
が
作
ら

れ
、
構
内
は
軍
服
姿
ば
か
り
が
目
立
つ

よ
う
に
な
る
。

電
車
輸
送
を
開
始
し
た
の
も
こ
の
年
の

11
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
食
料
増
産
の

担
い
手
と
し
て
当
局
が
採
用
し
た
の
が

「
戦
時
農
業
要
員
」
制
で
あ
り
。
戦
時

農
業
要
員
と
は
農
業
生
産
統
制
令
に
基

づ
く
も
の
で
「
国
民
食
料
確
保
の
国
家

要
請
に
応
え
、
全
力
を
発
揮
し
て
食
料

農
産
物
の
増
産
を
図
る
べ
き
」
も
の
で

あ
り
、
疾
病
や
軍
事
招
集
な
ど
の
ほ
か

は
自
由
に
「
農
業
を
営
む
こ
と
を
罷
め

る
」
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
た
。
こ
う
し
た
い
わ
ば
農
業
戦
士
や

女
子
や
青
少
年
達
に
も
及
び
、
食
料
増

産
が
図
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
人
手
不

足
に
加
え
肥
料
・
農
具
な
ど
の
生
産
手

段
の
供
給
も
ま
ま
な
ら
ず
、
集
約
農
業

を
基
本
と
す
る
農
業
生
産
は
減
反
の
一

途
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
。

三
　
撃
ち
落
と
さ
れ
た
戦
闘
機

〔
鶴
田
さ
ん
の
証
言
〕

「
関
前
公
園
の
西
側
に
関
前
高
射
砲

隊
の
陣
地
が
あ
り
ま
し
た
。
高
射
砲
が

P
51
マ
ス
タ
ン
グ
に
当
た
っ
て
、
戦
闘

機
を
落
と
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

米
兵
は
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
で
付
近
に
降
り

て
き
ま
し
た
が
、
ピ
ス
ト
ル
を
構
え
て

い
ま
し
た
。
ピ
ス
ト
ル
は
撃
た
な
か
っ

た
よ
う
で
す
。
大
勢
の
人
た
ち
が
『
こ

ん
ち
く
し
ょ
う
』
と
言
い
な
が
ら
、
竹

槍
や
鎌
、
ナ
タ
を
持
っ
て
集
ま
っ
て
い

っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
子
供
は
み

て
は
ダ
メ
だ
と
言
わ
れ
て
、
近
づ
く
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
昼
夜
問
わ

ず
探
照
灯
を
当
て
て
い
た
の
で
、
パ
イ

ロ
ッ
ト
の
顔
が
見
え
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
小
平
の
小
川
の
方
に
B
29
が
落

ち
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
を
見
に
行
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
現
場
に
は
ケ
ヤ

キ
の
木
に
洋
服
が
引
っ
か
か
っ
て
い
た

り
、
女
性
用
の
も
の
と
思
わ
れ
る
品
が

散
乱
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
女
性

の
兵
隊
も
乗
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
ま
し
た
。」

参
考
図
書 

前
川
正
男 (

２
０
０
０
年)

 『
中
島
飛
行
機
物
語
』
p
178

は
る
ば
る
サ
イ
パ
ン
か
ら
飛
ん
で
く

る
B
29
は
、
ひ
と
き
わ
目
立
つ
富
士
山

を
目
標
に
飛
来
し
て
き
て
、
富
士
山
の

手
前
で
日
本
の
迎
撃
戦
闘
機
群
を
避
け

る
た
め
一
万
メ
ー
ト
ル
ま
で
上
昇
す
る
。

そ
し
て
、
中
央
線
に
沿
っ
て
東
上
し
、

三
鷹
上
空
で
武
蔵
製
作
所
へ
ほ
と
ん
ど

全
弾
を
投
下
し
、
す
ぐ
そ
ば
の
荻
窪
製

作
所
へ
は
残
弾
を
落
と
し
、
日
本
の
戦

闘
機
と
交
戦
し
な
が
ら
九
十
九
里
浜
か

ら
日
本
を
離
脱
、
サ
イ
パ
ン
へ
帰
る
の

が
コ
ー
ス
で
あ
っ
た
。

武
蔵
製
作
所
の
上
空
の
雲
が
厚
い
時

B
29
は
、
レ
ー
ダ
ー
を
頼
り
に
宮
城
へ

向
け
て
投
弾
し
た
。
あ
い
に
く
そ
の
弾

が
そ
れ
て
神
田
の
一
帯
に
落
ち
、
神
田

っ
子
は
び
っ
く
り
し
た
。
な
に
し
ろ
中

五
　
物
置
の
兵
隊
た
ち

〔
鶴
田
さ
ん
の
証
言
〕

「
自
宅
の
物
置
に
は
、
10
人
以
上
の

兵
隊
が
常
駐
し
て
い
ま
し
た
。
広
さ
は

40
畳
く
ら
い
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
兵

隊
は
剣
を
ぶ
ら
下
げ
て
い
ま
し
た
し
、

お
風
呂
も
持
ち
込
ん
で
い
ま
し
た
。
自

宅
の
薪
を
使
っ
て
自
炊
し
て
い
ま
し
た
。

仮
住
ま
い
で
あ
っ
て
、
夜
が
明
け
る
と

中
島
飛
行
機
の
工
場
の
方
へ
向
か
っ
て

出
か
け
て
行
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

今
の
市
役
所
の
南
側
あ
た
り
に
は
、
戦

車
壕
が
あ
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
戦
車
が

あ
り
ま
し
た
。
斜
面
を
掘
り
下
げ
て
、

溝
の
中
に
戦
車
が
隠
し
て
あ
り
ま
し
た
。

石
神
井
川
沿
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。」

六
　
竹
藪
の
防
空
壕

〔
鶴
田
さ
ん
の
証
言
〕

「
屋
敷
に
竹
藪
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に

防
空
壕
が
あ
り
ま
し
た
。
防
空
壕
は
自

宅
に
二
つ
あ
り
ま
し
た
。
家
族
が
絶
え

て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、
二
つ
に
分
か

れ
て
隠
れ
る
た
め
で
す
。
夜
に
照
明
弾

が
落
ち
た
時
は
、
昼
と
同
じ
く
ら
い
明

る
く
な
っ
て
、
竹
藪
の
葉
っ
ぱ
が
数
え

ら
れ
る
く
ら
い
で
し
た
。
当
時
３
歳
か

ら
４
歳
く
ら
い
だ
っ
た
弟
が
、
防
空
壕

か
ら
出
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
時
、
戦
闘
機
が
急
降
下
し
て

き
て
、
機
関
銃
で
撃
っ
て
き
ま
し
た
。

あ
と
１
メ
ー
ト
ル
で
当
た
っ
て
し
ま
う

と
こ
ろ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
機

関
銃
の
弾
を
、
ス
コ
ッ
プ
で
拾
っ
て
防

火
用
水
に
入
れ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

機
関
銃
の
弾
は
、
大
人
の
指
く
ら
い
の

大
き
さ
で
、
弾
か
ら
湯
気
の
よ
う
な
も

の
が
出
て
い
ま
し
た
。」

参
考
図
書　
田
無
市
立
中
央
図
書
館

（
１
９
８
２
年
）『
田
無
の
戦
災
誌
』p
93-

94

今
井　
ラ
ジ
オ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
「
田

無
上
空
」と
か
、し
ょ
っ
ち
ゅ
う「
田
無
」

と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
た
か
ら
、
あ

の
頃
の
田
無
は
有
名
で
し
た
よ
。
中
島

飛
行
機
を
初
め
て
小
さ
い
工
場
が
た
く

さ
ん
あ
る
た
め
、
狙
わ
れ
た
ん
で
す
。

小
林　
中
島
飛
行
機
武
蔵
製
作
所
が
焼

夷
弾
爆
撃
を
受
け
た
時
、
武
蔵
境
の
中

島
の
住
宅
の
人
が
次
々
工
場
か
ら
逃
れ

て
自
宅
へ
帰
る
の
に
出
く
わ
し
ま
し
た
。

そ
の
中
に
一
人
身
体
中
血
だ
ら
け
で
目

も
鼻
も
耳
も
崩
れ
落
ち
、
指
も
何
本
か

な
い
人
が
、
精
一
杯
逃
げ
て
い
く
の
を

見
た
時
は
ガ
タ
ガ
タ
体
が
震
え
ま
し
た
。

そ
の
時
う
ち
の
お
じ
い
さ
ん
が
「
こ
れ

は
カ
チ
カ
チ
山
の
戦
と
い
っ
し
ょ
だ
。

も
う
じ
き
、
カ
チ
カ
チ
負
け
る
ぞ
」
っ

て
言
っ
て
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

内
田　
あ
そ
こ
の
工
場
は
メ
チ
ャ
ク
チ

ャ
に
や
ら
れ
た
も
の
ね
え
。
か
な
り
の

人
が
亡
く
な
っ
た
ん
で
し
ょ
う
。
重
ね

た
棺
桶
の
死
体
か
ら
ダ
ク
ダ
ク
滴
が
落

ち
た
っ
て
い
う
も
の
。
そ
れ
を
ト
ラ
ッ

ク
で
火
葬
場
へ
持
っ
て
行
っ
て
も
燃
料

が
な
く
て
焼
け
な
い
ん
だ
っ
て
よ
。
む

ご
い
話
で
し
ょ
う
。

七
　
出
征
兵
士
の
見
送
り

〔
鶴
田
さ
ん
の
証
言
〕

「
小
学
校
の
黒
板
に
は
、
だ
れ
が
出

征
す
る
か
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
日
の

丸
の
旗
を
持
っ
て
田
無
駅
ま
で
見
送
り

に
行
き
、
駅
で
万
歳
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
出
征
す
る
兵
隊
は
、
剣
を
下

げ
て
行
進
し
、
田
無
神
社
に
お
参
り
に

行
っ
て
い
ま
し
た
。
小
学
校
で
は
、
空

襲
が
始
ま
る
と
校
舎
の
南
側
に
あ
る
防

空
壕
に
入
り
ま
し
た
。
奉
安
殿
が
あ
っ

て
教
育
勅
語
を
暗
記
し
て
い
ま
し
た
。

農
家
の
子
供
は
成
績
が
良
か
っ
た
ん
で

す
。
そ
れ
は
、
農
家
の
子
供
は
先
生
に

麦
を
持
っ
て
行
っ
た
り
、
逆
に
先
生
が

農
家
の
子
供
に
食
べ
物
を
ね
だ
っ
た
か

ら
な
ん
で
す
。」

八
　
G
H
Q

〔
鶴
田
さ
ん
の
証
言
〕

「
玉
音
放
送
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
知

ら
せ
る
回
覧
板
が
回
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
８
月
16
日
に
は
、
P
51
マ
ス
タ

ン
グ
が
高
圧
線
す
れ
す
れ
の
低
空
を
、

編
隊
を
組
ん
で
ゆ
っ
く
り
と
飛
ん
で
い

ま
し
た
。
田
無
の
上
空
に
は
B
29
が
何

機
も
飛
来
し
、
す
さ
ま
じ
い
爆
音
が
響

い
て
い
ま
し
た
。
終
戦
に
な
る
と
、
チ

ュ
ー
イ
ン
グ
ガ
ム
を
噛
ん
で
い
る
米
兵

が
、
機
関
銃
を
持
っ
て
ジ
ー
プ
に
乗
っ

て
、
自
宅
の
さ
つ
ま
い
も
畑
や
、
陸
稲

の
畑
に
勝
手
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。
日

本
兵
が
残
っ
て
い
な
い
か
探
し
て
い
た

よ
う
で
す
。
一
人
は
黒
人
で
し
た
。
弟

と
近
寄
っ
た
ら
、
食
べ
か
け
の
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
を
一
人
一
枚
く
れ
た
の
を
覚
え

て
い
ま
す
。
父
に
は
、
G
H
Q
に
連
れ

て
行
か
れ
る
か
ら
だ
め
だ
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
戦
車
も
道
路
を
走
っ
て
い
ま
し

た
が
、
キ
ャ
タ
ピ
ラ
の
音
が
う
る
さ
か

っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
米
軍
の
将

校
が
、
近
所
に
あ
っ
た
３
階
建
て
の
中

島
飛
行
機
の
宿
舎
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
上
級
将
校
に
な
る
と
、
成
蹊
大

学
の
南
側
、
五
日
市
街
道
を
入
っ
た
あ

た
り
に
住
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。
現
在

の
三
鷹
市
・
横
河
電
機
の
近
く
に
は
、

赤
線
が
あ
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

戦
争
が
終
わ
る
と
、
中
島
飛
行
機
の
工

場
の
あ
た
り
に
は
、
米
軍
が
出
入
り
す

る
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
み
た
い
な
も
の
が
で

き
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
田
無
駅
北

口
に
は
米
軍
相
手
の
キ
ャ
バ
レ
ー
が
い

く
つ
か
で
き
た
よ
う
で
す
。
国
に
帰
る

米
兵
は
生
活
用
品
を
置
い
て
帰
る
の
で
、

田
無
駅
周
辺
で
は
、
米
兵
か
ら
横
流
し

さ
れ
た
古
着
や
、
た
ん
す
、
椅
子
な
ど

を
売
る
人
も
い
ま
し
た
。」

田無神社社報

⑪

戦
争
を
越
え
て
田
無
を
語
る

第
二
回
　
鶴
田
實
さ
ん
の
記
憶
か
ら
た
ど
る



社
報
44
号
に
お
い
て
田
無
神
社
宮
世

話
人
の
下
田
信
助
さ
ん
に
戦
時
中
の
お

話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。
本
号
で
は
、

鶴
田
實
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
す
。

鶴
田
實
さ
ん
は
昭
和
11
年
（
１
９
３

６
）
７
月
28
日
生
ま
れ
。
幼
少
期
を
田

無
の
南
町
で
過
ご
し
、
終
戦
を
９
歳
で

迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、
株
式
会

社
鶴
田
工
務
店
の
取
締
役
会
長
を
務
め

て
お
ら
れ
ま
す
。
今
回
う
か
が
っ
た
証

言
に
は
、
空
襲
、
出
征
兵
士
の
見
送
り
、

そ
し
て
終
戦
後
に
現
れ
た
米
兵
の
姿
な

ど
、
戦
争
が
地
域
の
暮
ら
し
の
中
に
深

く
入
り
込
ん
で
い
た
実
情
が
語
ら
れ
て

い
ま
す
。

本
稿
で
は
、
鶴
田
さ
ん
の
証
言
を
で

き
る
だ
け
活
か
し
つ
つ
、
参
考
記
事
を

加
え
、
地
域
史
資
料
と
し
て
読
め
る
形

に
整
理
し
ま
し
た
。
な
お
、
兵
器
名
や

出
来
事
の
理
解
に
は
、
鶴
田
さ
ん
が
後

年
得
た
知
識
に
も
と
づ
く
推
測
を
含
む

部
分
が
あ
り
ま
す
。

は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
警
察
で
は

な
く
憲
兵
隊
が
回
収
し
て
い
っ
た
と
い

う
記
憶
は
、
当
時
の
社
会
に
お
い
て
軍

が
強
い
権
限
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
よ

く
伝
え
て
い
ま
す
。

注
１　
風
船
爆
弾

太
平
洋
戦
争
末
期
、
日
本
軍
は
偏
西

風
を
利
用
し
て
ア
メ
リ
カ
本
土
に
到
達

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
気
球
型
の
爆

弾
を
放
ち
ま
し
た
。
一
般
に
「
風
船
爆

弾
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
本
証
言
に
出
て

く
る
物
体
が
そ
れ
に
関
係
す
る
か
は
未

確
定
で
す
。

二
　
買
い
出
し
の
人
々

〔
鶴
田
さ
ん
の
証
言
〕

「
都
内
か
ら
西
武
鉄
道
に
乗
っ
て
、

田
無
ま
で
買
い
出
し
に
来
る
女
性
た
ち

が
い
ま
し
た
。
麦
の
お
し
わ
り
や
ジ
ャ

ガ
イ
モ
、
さ
つ
ま
い
も
を
買
い
に
来
る

人
も
い
ま
し
た
し
、
物
々
交
換
の
た
め

に
、
農
家
が
持
っ
て
い
な
い
服
や
着
物
、

靴
な
ど
を
持
っ
て
来
る
人
も
い
ま
し
た
。

リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
買
い
に
来
る
女

性
の
中
に
は
、
お
化
粧
を
し
て
い
る
人

も
い
ま
し
た
。
赤
坂
あ
た
り
か
ら
買
い

に
来
る
人
も
い
ま
し
た
し
、『
子
ど
も

が
い
る
の
で
、
ど
う
し
て
も
食
べ
物
を

分
け
て
く
だ
さ
い
』
と
い
う
人
も
い
ま

し
た
。
農
家
で
は
ニ
ワ
ト
リ
を
飼
っ
て

い
た
の
で
、
卵
や
鶏
肉
を
食
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
が
、
野
良
犬
を
食
べ
る

一
　
庭
の
木
に
引
っ
か
か
っ
た
も
の

〔
鶴
田
さ
ん
の
証
言
〕

「
６
歳
の
時
の
こ
と
で
す
か
ら
、
今

か
ら
84
年
前
く
ら
い
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
自
宅
の
庭
に
あ
る

木
に
、
大
き
な
気
球
の
よ
う
な
も
の
が

引
っ
か
か
り
ま
し
た
。
大
き
さ
は
８
畳

間
１
つ
分
く
ら
い
あ
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
風
船
の
よ
う
な
も
の
で
、
下
に

箱
が
付
い
て
い
ま
し
た
。
す
ぐ
に
田
無

警
察
署
に
届
け
ま
し
た
が
、
お
巡
り
さ

ん
も
そ
れ
が
何
な
の
か
分
か
ら
な
か
っ

た
よ
う
で
し
た
。
そ
の
あ
と
憲
兵
隊
が

来
て
、
そ
の
気
球
の
よ
う
な
も
の
を
持

っ
て
い
き
ま
し
た
。
当
時
は
、
お
巡
り

さ
ん
よ
り
兵
隊
の
方
が
偉
か
っ
た
で
す
。

子
ど
も
の
頃
は
、
そ
れ
が
何
な
の
か
分

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
か
ら
考
え

る
と
、
日
本
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
向
か
っ

て
吹
く
偏
西
風
に
乗
せ
て
放
た
れ
た
風

船
爆
弾
の
試
作
機
の
よ
う
な
も
の
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

こ
の
物
体
が
実
際
に
何
で
あ
っ
た
か

は
、
こ
の
証
言
だ
け
で
断
定
す
る
こ
と

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。兵
隊
さ
ん
が『
赤

い
毛
の
犬
は
お
い
し
い
』
と
言
っ
て
い

た
の
も
覚
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
西
武

鉄
道
で
は
、
東
京
都
内
で
集
め
ら
れ
た

し
尿
を
運
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

農
村
で
肥
料
と
し
て
使
う
た
め
で
も
あ

り
、
都
市
の
衛
生
対
策
に
も
な
る
仕
組

み
で
し
た
。
私
た
ち
も
リ
ア
カ
ー
を
引

い
て
田
無
駅
ま
で
行
き
、
し
尿
を
も
ら

っ
て
き
た
も
の
で
す
。
荻
窪
や
吉
祥
寺

あ
た
り
に
住
ん
で
い
る
人
は
、
お
金
持

ち
で
白
い
米
を
食
べ
て
い
て
栄
養
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
た
の
で
、
そ
う
い
う

人
た
ち
の
し
尿
は
直
接
も
ら
い
に
行
く

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を「
金
糞
」

と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
陸
稲
に
は
よ
い

肥
料
に
な
っ
た
の
で
、
畑
に
ま
い
て
い

ま
し
た
。
た
だ
、
日
中
に
な
っ
て
乾
い

て
く
る
と
、
に
お
い
を
含
ん
だ
風
が
吹

く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
し
、
混
ざ
っ
て

い
た
新
聞
紙
な
ど
が
飛
ん
で
い
く
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。」

参
考
図
書　
保
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
会 

（
１
９
８
９
年
）『
保
谷
市
史
通
史
編
３

近
現
代
』
p
385-

386

昭
和
19
年
に
入
る
と
食
料
不
足
の
度

合
い
も
よ
り
高
く
な
り
、
そ
れ
を
反
映

し
て
東
京
で
は
野
良
犬
が
横
行
し
た
と

言
わ
れ
て
い
る
。
燃
料
節
約
と
ト
ラ
ッ

ク
不
足
か
ら
、
武
蔵
野
鉄
道
・
西
武
鉄

道
で
夜
間
に
、
沿
線
農
園
向
け
の
し
尿

島
飛
行
機
破
壊
が
B
29
の
当
初
の
目
的

で
あ
っ
た
か
ら
、
搭
載
し
て
い
る
の
は

ほ
と
ん
ど
が
爆
弾
で
あ
っ
た
た
め
破
裂

音
は
べ
ら
ぼ
う
に
大
き
く
、
そ
の
１
ト

ン
爆
弾
の
威
力
は
凄
ま
じ
か
っ
た
。

四
　
並
ん
だ
ド
ラ
ム
缶

〔
鶴
田
さ
ん
の
証
言
〕

「
武
蔵
野
女
子
学
院
の
周
り
に
は
、

兵
隊
が
ド
ラ
ム
缶
を
た
く
さ
ん
並
べ
て

置
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
コ
ー

ル
タ
ー
ル
が
入
っ
て
い
て
、
ど
ろ
ど
ろ

し
て
い
ま
し
た
。
空
襲
が
あ
る
と
、
そ

れ
を
火
を
付
け
燻
し
て
黒
い
煙
を
出
す

ん
で
す
。
そ
う
す
る
と
飛
行
機
か
ら
下

が
見
え
に
く
く
な
る
。
煙
は
も
う
も
う

と
立
ち
上
が
り
、
終
わ
り
の
サ
イ
レ
ン

が
鳴
る
と
す
ぐ
に
消
す
ん
で
す
。
中
島

飛
行
機
の
工
場
あ
た
り
を
隠
す
役
割
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

今
の
田
無
工
科
高
等
学
校
や
柳
沢
小
学

校
あ
た
り
に
は
時
限
爆
弾
が
た
く
さ
ん

落
ち
た
と
思
い
ま
す
。
爆
弾
が
落
ち
る

と
、
深
い
穴
が
で
き
て
、
そ
こ
か
ら
水

が
出
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
柳
沢

の
ガ
ス
タ
ン
ク
あ
た
り
に
爆
弾
が
落
ち

て
、
青
梅
街
道
が
水
浸
し
に
な
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
女
の
子
を
助
け
に
行
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
深
大
寺
街
道
辺
り

で
も
水
が
出
ま
し
た
。
昭
和
20
年
に
清

瀬
の
親
戚
の
家
に
疎
開
し
た
際
に
は
、

田
無
の
方
を
見
る
と
煙
が
上
が
っ
て
い

る
の
が
よ
く
見
え
ま
し
た
。
女
性
た
ち

は
飯
能
方
面
、
名
栗
方
面
へ
２
ヶ
月
く

ら
い
疎
開
し
ま
し
た
。」

参
考
図
書　
武
蔵
野
女
子
学
院
中
学

校
・
高
等
学
校 

松
岡
千
里
（
２
０
１

０
年
）『
戦
時
日
誌
類
か
ら
み
た
戦
時

下
の
武
蔵
野
女
子
学
院
』
p
16

日
本
本
土
へ
の
空
襲
が
激
し
く
な
る

と
、
軍
部
は
学
校
や
寺
院
な
ど
を
応
急

的
に
兵
舎
（
学
校
兵
舎
）
と
し
始
め
た
。

学
院
の
施
設
自
体
も
次
第
に
戦
時
色

を
増
し
、
１
９
４
４
年
（
昭
和
19
年
）

３
月
に
は
「
東
京
都
立
武
蔵
野
女
子
学

院
託
児
所
」
が
旧
弓
道
場
内
に
開
設
さ

れ
、
同
年
11
月
に
は
校
舎
の
一
部
に
、

本
土
防
衛
の
高
射
砲
隊
東
部
１
９
９
１

部
隊
が
入
り
、
同
年
12
月
末
に
は
、
軍

の
命
令
に
よ
り
、
空
襲
を
避
け
る
た
め

校
舎
全
体
に
迷
彩
が
施
さ
れ
た
。
塗
料

が
手
に
入
ら
ず
、
コ
ー
ル
タ
ー
ル
を
使

っ
て
白
い
講
堂
は
黒
く
塗
ら
れ
た
。
こ

の
と
き
の
日
誌
に
は
「
校
舎
表
面
泥
土

塗
抹
作
業
に
兵
隊
朝
よ
り
従
事
。
白
亜

の
殿
堂
も
惜
し
い
哉
、
姿
を
消
さ
ん
と

す
」
と
記
さ
れ
、
無
念
さ
が
滲
み
出
て

い
る
。
さ
ら
に
１
９
４
５
年
（
昭
和
20

年
）
６
月
に
は
校
舎
の
一
部
を
燕
部
隊

に
提
供（
正
門
に
営
門
が
設
置
さ
れ
た
）、

校
庭
の
至
る
と
こ
ろ
に
防
空
壕
が
作
ら

れ
、
構
内
は
軍
服
姿
ば
か
り
が
目
立
つ

よ
う
に
な
る
。

電
車
輸
送
を
開
始
し
た
の
も
こ
の
年
の

11
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
食
料
増
産
の

担
い
手
と
し
て
当
局
が
採
用
し
た
の
が

「
戦
時
農
業
要
員
」
制
で
あ
り
。
戦
時

農
業
要
員
と
は
農
業
生
産
統
制
令
に
基

づ
く
も
の
で
「
国
民
食
料
確
保
の
国
家

要
請
に
応
え
、
全
力
を
発
揮
し
て
食
料

農
産
物
の
増
産
を
図
る
べ
き
」
も
の
で

あ
り
、
疾
病
や
軍
事
招
集
な
ど
の
ほ
か

は
自
由
に
「
農
業
を
営
む
こ
と
を
罷
め

る
」
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
た
。
こ
う
し
た
い
わ
ば
農
業
戦
士
や

女
子
や
青
少
年
達
に
も
及
び
、
食
料
増

産
が
図
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
人
手
不

足
に
加
え
肥
料
・
農
具
な
ど
の
生
産
手

段
の
供
給
も
ま
ま
な
ら
ず
、
集
約
農
業

を
基
本
と
す
る
農
業
生
産
は
減
反
の
一

途
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
。

三
　
撃
ち
落
と
さ
れ
た
戦
闘
機

〔
鶴
田
さ
ん
の
証
言
〕

「
関
前
公
園
の
西
側
に
関
前
高
射
砲

隊
の
陣
地
が
あ
り
ま
し
た
。
高
射
砲
が

P
51
マ
ス
タ
ン
グ
に
当
た
っ
て
、
戦
闘

機
を
落
と
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

米
兵
は
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
で
付
近
に
降
り

て
き
ま
し
た
が
、
ピ
ス
ト
ル
を
構
え
て

い
ま
し
た
。
ピ
ス
ト
ル
は
撃
た
な
か
っ

た
よ
う
で
す
。
大
勢
の
人
た
ち
が
『
こ

ん
ち
く
し
ょ
う
』
と
言
い
な
が
ら
、
竹

槍
や
鎌
、
ナ
タ
を
持
っ
て
集
ま
っ
て
い

っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
子
供
は
み

て
は
ダ
メ
だ
と
言
わ
れ
て
、
近
づ
く
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
昼
夜
問
わ

ず
探
照
灯
を
当
て
て
い
た
の
で
、
パ
イ

ロ
ッ
ト
の
顔
が
見
え
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
小
平
の
小
川
の
方
に
B
29
が
落

ち
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
を
見
に
行
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
現
場
に
は
ケ
ヤ

キ
の
木
に
洋
服
が
引
っ
か
か
っ
て
い
た

り
、
女
性
用
の
も
の
と
思
わ
れ
る
品
が

散
乱
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
女
性

の
兵
隊
も
乗
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
ま
し
た
。」

参
考
図
書 

前
川
正
男 (

２
０
０
０
年)

 『
中
島
飛
行
機
物
語
』
p
178

は
る
ば
る
サ
イ
パ
ン
か
ら
飛
ん
で
く

る
B
29
は
、
ひ
と
き
わ
目
立
つ
富
士
山

を
目
標
に
飛
来
し
て
き
て
、
富
士
山
の

手
前
で
日
本
の
迎
撃
戦
闘
機
群
を
避
け

る
た
め
一
万
メ
ー
ト
ル
ま
で
上
昇
す
る
。

そ
し
て
、
中
央
線
に
沿
っ
て
東
上
し
、

三
鷹
上
空
で
武
蔵
製
作
所
へ
ほ
と
ん
ど

全
弾
を
投
下
し
、
す
ぐ
そ
ば
の
荻
窪
製

作
所
へ
は
残
弾
を
落
と
し
、
日
本
の
戦

闘
機
と
交
戦
し
な
が
ら
九
十
九
里
浜
か

ら
日
本
を
離
脱
、
サ
イ
パ
ン
へ
帰
る
の

が
コ
ー
ス
で
あ
っ
た
。

武
蔵
製
作
所
の
上
空
の
雲
が
厚
い
時

B
29
は
、
レ
ー
ダ
ー
を
頼
り
に
宮
城
へ

向
け
て
投
弾
し
た
。
あ
い
に
く
そ
の
弾

が
そ
れ
て
神
田
の
一
帯
に
落
ち
、
神
田

っ
子
は
び
っ
く
り
し
た
。
な
に
し
ろ
中

五
　
物
置
の
兵
隊
た
ち

〔
鶴
田
さ
ん
の
証
言
〕

「
自
宅
の
物
置
に
は
、
10
人
以
上
の

兵
隊
が
常
駐
し
て
い
ま
し
た
。
広
さ
は

40
畳
く
ら
い
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
兵

隊
は
剣
を
ぶ
ら
下
げ
て
い
ま
し
た
し
、

お
風
呂
も
持
ち
込
ん
で
い
ま
し
た
。
自

宅
の
薪
を
使
っ
て
自
炊
し
て
い
ま
し
た
。

仮
住
ま
い
で
あ
っ
て
、
夜
が
明
け
る
と

中
島
飛
行
機
の
工
場
の
方
へ
向
か
っ
て

出
か
け
て
行
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

今
の
市
役
所
の
南
側
あ
た
り
に
は
、
戦

車
壕
が
あ
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
戦
車
が

あ
り
ま
し
た
。
斜
面
を
掘
り
下
げ
て
、

溝
の
中
に
戦
車
が
隠
し
て
あ
り
ま
し
た
。

石
神
井
川
沿
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。」

六
　
竹
藪
の
防
空
壕

〔
鶴
田
さ
ん
の
証
言
〕

「
屋
敷
に
竹
藪
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に

防
空
壕
が
あ
り
ま
し
た
。
防
空
壕
は
自

宅
に
二
つ
あ
り
ま
し
た
。
家
族
が
絶
え

て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、
二
つ
に
分
か

れ
て
隠
れ
る
た
め
で
す
。
夜
に
照
明
弾

が
落
ち
た
時
は
、
昼
と
同
じ
く
ら
い
明

る
く
な
っ
て
、
竹
藪
の
葉
っ
ぱ
が
数
え

ら
れ
る
く
ら
い
で
し
た
。
当
時
３
歳
か

ら
４
歳
く
ら
い
だ
っ
た
弟
が
、
防
空
壕

か
ら
出
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
時
、
戦
闘
機
が
急
降
下
し
て

き
て
、
機
関
銃
で
撃
っ
て
き
ま
し
た
。

あ
と
１
メ
ー
ト
ル
で
当
た
っ
て
し
ま
う

と
こ
ろ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
機

関
銃
の
弾
を
、
ス
コ
ッ
プ
で
拾
っ
て
防

火
用
水
に
入
れ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

機
関
銃
の
弾
は
、
大
人
の
指
く
ら
い
の

大
き
さ
で
、
弾
か
ら
湯
気
の
よ
う
な
も

の
が
出
て
い
ま
し
た
。」

参
考
図
書　
田
無
市
立
中
央
図
書
館

（
１
９
８
２
年
）『
田
無
の
戦
災
誌
』p
93-

94

今
井　
ラ
ジ
オ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
「
田

無
上
空
」と
か
、し
ょ
っ
ち
ゅ
う「
田
無
」

と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
た
か
ら
、
あ

の
頃
の
田
無
は
有
名
で
し
た
よ
。
中
島

飛
行
機
を
初
め
て
小
さ
い
工
場
が
た
く

さ
ん
あ
る
た
め
、
狙
わ
れ
た
ん
で
す
。

小
林　
中
島
飛
行
機
武
蔵
製
作
所
が
焼

夷
弾
爆
撃
を
受
け
た
時
、
武
蔵
境
の
中

島
の
住
宅
の
人
が
次
々
工
場
か
ら
逃
れ

て
自
宅
へ
帰
る
の
に
出
く
わ
し
ま
し
た
。

そ
の
中
に
一
人
身
体
中
血
だ
ら
け
で
目

も
鼻
も
耳
も
崩
れ
落
ち
、
指
も
何
本
か

な
い
人
が
、
精
一
杯
逃
げ
て
い
く
の
を

見
た
時
は
ガ
タ
ガ
タ
体
が
震
え
ま
し
た
。

そ
の
時
う
ち
の
お
じ
い
さ
ん
が
「
こ
れ

は
カ
チ
カ
チ
山
の
戦
と
い
っ
し
ょ
だ
。

も
う
じ
き
、
カ
チ
カ
チ
負
け
る
ぞ
」
っ

て
言
っ
て
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

内
田　
あ
そ
こ
の
工
場
は
メ
チ
ャ
ク
チ

ャ
に
や
ら
れ
た
も
の
ね
え
。
か
な
り
の

人
が
亡
く
な
っ
た
ん
で
し
ょ
う
。
重
ね

た
棺
桶
の
死
体
か
ら
ダ
ク
ダ
ク
滴
が
落

ち
た
っ
て
い
う
も
の
。
そ
れ
を
ト
ラ
ッ

ク
で
火
葬
場
へ
持
っ
て
行
っ
て
も
燃
料

が
な
く
て
焼
け
な
い
ん
だ
っ
て
よ
。
む

ご
い
話
で
し
ょ
う
。

七
　
出
征
兵
士
の
見
送
り

〔
鶴
田
さ
ん
の
証
言
〕

「
小
学
校
の
黒
板
に
は
、
だ
れ
が
出

征
す
る
か
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
日
の

丸
の
旗
を
持
っ
て
田
無
駅
ま
で
見
送
り

に
行
き
、
駅
で
万
歳
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
出
征
す
る
兵
隊
は
、
剣
を
下

げ
て
行
進
し
、
田
無
神
社
に
お
参
り
に

行
っ
て
い
ま
し
た
。
小
学
校
で
は
、
空

襲
が
始
ま
る
と
校
舎
の
南
側
に
あ
る
防

空
壕
に
入
り
ま
し
た
。
奉
安
殿
が
あ
っ

て
教
育
勅
語
を
暗
記
し
て
い
ま
し
た
。

農
家
の
子
供
は
成
績
が
良
か
っ
た
ん
で

す
。
そ
れ
は
、
農
家
の
子
供
は
先
生
に

麦
を
持
っ
て
行
っ
た
り
、
逆
に
先
生
が

農
家
の
子
供
に
食
べ
物
を
ね
だ
っ
た
か

ら
な
ん
で
す
。」

八
　
G
H
Q

〔
鶴
田
さ
ん
の
証
言
〕

「
玉
音
放
送
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
知

ら
せ
る
回
覧
板
が
回
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
８
月
16
日
に
は
、
P
51
マ
ス
タ

ン
グ
が
高
圧
線
す
れ
す
れ
の
低
空
を
、

編
隊
を
組
ん
で
ゆ
っ
く
り
と
飛
ん
で
い

ま
し
た
。
田
無
の
上
空
に
は
B
29
が
何

機
も
飛
来
し
、
す
さ
ま
じ
い
爆
音
が
響

い
て
い
ま
し
た
。
終
戦
に
な
る
と
、
チ

ュ
ー
イ
ン
グ
ガ
ム
を
噛
ん
で
い
る
米
兵

が
、
機
関
銃
を
持
っ
て
ジ
ー
プ
に
乗
っ

て
、
自
宅
の
さ
つ
ま
い
も
畑
や
、
陸
稲

の
畑
に
勝
手
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。
日

本
兵
が
残
っ
て
い
な
い
か
探
し
て
い
た

よ
う
で
す
。
一
人
は
黒
人
で
し
た
。
弟

と
近
寄
っ
た
ら
、
食
べ
か
け
の
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
を
一
人
一
枚
く
れ
た
の
を
覚
え

て
い
ま
す
。
父
に
は
、
G
H
Q
に
連
れ

て
行
か
れ
る
か
ら
だ
め
だ
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
戦
車
も
道
路
を
走
っ
て
い
ま
し

た
が
、
キ
ャ
タ
ピ
ラ
の
音
が
う
る
さ
か

っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
米
軍
の
将

校
が
、
近
所
に
あ
っ
た
３
階
建
て
の
中

島
飛
行
機
の
宿
舎
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
上
級
将
校
に
な
る
と
、
成
蹊
大

学
の
南
側
、
五
日
市
街
道
を
入
っ
た
あ

た
り
に
住
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。
現
在

の
三
鷹
市
・
横
河
電
機
の
近
く
に
は
、

赤
線
が
あ
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

戦
争
が
終
わ
る
と
、
中
島
飛
行
機
の
工

場
の
あ
た
り
に
は
、
米
軍
が
出
入
り
す

る
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
み
た
い
な
も
の
が
で

き
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
田
無
駅
北

口
に
は
米
軍
相
手
の
キ
ャ
バ
レ
ー
が
い

く
つ
か
で
き
た
よ
う
で
す
。
国
に
帰
る

米
兵
は
生
活
用
品
を
置
い
て
帰
る
の
で
、

田
無
駅
周
辺
で
は
、
米
兵
か
ら
横
流
し

さ
れ
た
古
着
や
、
た
ん
す
、
椅
子
な
ど

を
売
る
人
も
い
ま
し
た
。」

（令和8年6月1日発行） 

⑫



社
報
44
号
に
お
い
て
田
無
神
社
宮
世

話
人
の
下
田
信
助
さ
ん
に
戦
時
中
の
お

話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。
本
号
で
は
、

鶴
田
實
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
す
。

鶴
田
實
さ
ん
は
昭
和
11
年
（
１
９
３

６
）
７
月
28
日
生
ま
れ
。
幼
少
期
を
田

無
の
南
町
で
過
ご
し
、
終
戦
を
９
歳
で

迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、
株
式
会

社
鶴
田
工
務
店
の
取
締
役
会
長
を
務
め

て
お
ら
れ
ま
す
。
今
回
う
か
が
っ
た
証

言
に
は
、
空
襲
、
出
征
兵
士
の
見
送
り
、

そ
し
て
終
戦
後
に
現
れ
た
米
兵
の
姿
な

ど
、
戦
争
が
地
域
の
暮
ら
し
の
中
に
深

く
入
り
込
ん
で
い
た
実
情
が
語
ら
れ
て

い
ま
す
。

本
稿
で
は
、
鶴
田
さ
ん
の
証
言
を
で

き
る
だ
け
活
か
し
つ
つ
、
参
考
記
事
を

加
え
、
地
域
史
資
料
と
し
て
読
め
る
形

に
整
理
し
ま
し
た
。
な
お
、
兵
器
名
や

出
来
事
の
理
解
に
は
、
鶴
田
さ
ん
が
後

年
得
た
知
識
に
も
と
づ
く
推
測
を
含
む

部
分
が
あ
り
ま
す
。

は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
警
察
で
は

な
く
憲
兵
隊
が
回
収
し
て
い
っ
た
と
い

う
記
憶
は
、
当
時
の
社
会
に
お
い
て
軍

が
強
い
権
限
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
よ

く
伝
え
て
い
ま
す
。

注
１　
風
船
爆
弾

太
平
洋
戦
争
末
期
、
日
本
軍
は
偏
西

風
を
利
用
し
て
ア
メ
リ
カ
本
土
に
到
達

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
気
球
型
の
爆

弾
を
放
ち
ま
し
た
。
一
般
に
「
風
船
爆

弾
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
本
証
言
に
出
て

く
る
物
体
が
そ
れ
に
関
係
す
る
か
は
未

確
定
で
す
。

二
　
買
い
出
し
の
人
々

〔
鶴
田
さ
ん
の
証
言
〕

「
都
内
か
ら
西
武
鉄
道
に
乗
っ
て
、

田
無
ま
で
買
い
出
し
に
来
る
女
性
た
ち

が
い
ま
し
た
。
麦
の
お
し
わ
り
や
ジ
ャ

ガ
イ
モ
、
さ
つ
ま
い
も
を
買
い
に
来
る

人
も
い
ま
し
た
し
、
物
々
交
換
の
た
め

に
、
農
家
が
持
っ
て
い
な
い
服
や
着
物
、

靴
な
ど
を
持
っ
て
来
る
人
も
い
ま
し
た
。

リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
買
い
に
来
る
女

性
の
中
に
は
、
お
化
粧
を
し
て
い
る
人

も
い
ま
し
た
。
赤
坂
あ
た
り
か
ら
買
い

に
来
る
人
も
い
ま
し
た
し
、『
子
ど
も

が
い
る
の
で
、
ど
う
し
て
も
食
べ
物
を

分
け
て
く
だ
さ
い
』
と
い
う
人
も
い
ま

し
た
。
農
家
で
は
ニ
ワ
ト
リ
を
飼
っ
て

い
た
の
で
、
卵
や
鶏
肉
を
食
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
が
、
野
良
犬
を
食
べ
る

一
　
庭
の
木
に
引
っ
か
か
っ
た
も
の

〔
鶴
田
さ
ん
の
証
言
〕

「
６
歳
の
時
の
こ
と
で
す
か
ら
、
今

か
ら
84
年
前
く
ら
い
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
自
宅
の
庭
に
あ
る

木
に
、
大
き
な
気
球
の
よ
う
な
も
の
が

引
っ
か
か
り
ま
し
た
。
大
き
さ
は
８
畳

間
１
つ
分
く
ら
い
あ
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
風
船
の
よ
う
な
も
の
で
、
下
に

箱
が
付
い
て
い
ま
し
た
。
す
ぐ
に
田
無

警
察
署
に
届
け
ま
し
た
が
、
お
巡
り
さ

ん
も
そ
れ
が
何
な
の
か
分
か
ら
な
か
っ

た
よ
う
で
し
た
。
そ
の
あ
と
憲
兵
隊
が

来
て
、
そ
の
気
球
の
よ
う
な
も
の
を
持

っ
て
い
き
ま
し
た
。
当
時
は
、
お
巡
り

さ
ん
よ
り
兵
隊
の
方
が
偉
か
っ
た
で
す
。

子
ど
も
の
頃
は
、
そ
れ
が
何
な
の
か
分

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
か
ら
考
え

る
と
、
日
本
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
向
か
っ

て
吹
く
偏
西
風
に
乗
せ
て
放
た
れ
た
風

船
爆
弾
の
試
作
機
の
よ
う
な
も
の
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

こ
の
物
体
が
実
際
に
何
で
あ
っ
た
か

は
、
こ
の
証
言
だ
け
で
断
定
す
る
こ
と

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。兵
隊
さ
ん
が『
赤

い
毛
の
犬
は
お
い
し
い
』
と
言
っ
て
い

た
の
も
覚
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
西
武

鉄
道
で
は
、
東
京
都
内
で
集
め
ら
れ
た

し
尿
を
運
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

農
村
で
肥
料
と
し
て
使
う
た
め
で
も
あ

り
、
都
市
の
衛
生
対
策
に
も
な
る
仕
組

み
で
し
た
。
私
た
ち
も
リ
ア
カ
ー
を
引

い
て
田
無
駅
ま
で
行
き
、
し
尿
を
も
ら

っ
て
き
た
も
の
で
す
。
荻
窪
や
吉
祥
寺

あ
た
り
に
住
ん
で
い
る
人
は
、
お
金
持

ち
で
白
い
米
を
食
べ
て
い
て
栄
養
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
た
の
で
、
そ
う
い
う

人
た
ち
の
し
尿
は
直
接
も
ら
い
に
行
く

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を「
金
糞
」

と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
陸
稲
に
は
よ
い

肥
料
に
な
っ
た
の
で
、
畑
に
ま
い
て
い

ま
し
た
。
た
だ
、
日
中
に
な
っ
て
乾
い

て
く
る
と
、
に
お
い
を
含
ん
だ
風
が
吹

く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
し
、
混
ざ
っ
て

い
た
新
聞
紙
な
ど
が
飛
ん
で
い
く
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。」

参
考
図
書　
保
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
会 

（
１
９
８
９
年
）『
保
谷
市
史
通
史
編
３

近
現
代
』
p
385-

386

昭
和
19
年
に
入
る
と
食
料
不
足
の
度

合
い
も
よ
り
高
く
な
り
、
そ
れ
を
反
映

し
て
東
京
で
は
野
良
犬
が
横
行
し
た
と

言
わ
れ
て
い
る
。
燃
料
節
約
と
ト
ラ
ッ

ク
不
足
か
ら
、
武
蔵
野
鉄
道
・
西
武
鉄

道
で
夜
間
に
、
沿
線
農
園
向
け
の
し
尿

島
飛
行
機
破
壊
が
B
29
の
当
初
の
目
的

で
あ
っ
た
か
ら
、
搭
載
し
て
い
る
の
は

ほ
と
ん
ど
が
爆
弾
で
あ
っ
た
た
め
破
裂

音
は
べ
ら
ぼ
う
に
大
き
く
、
そ
の
１
ト

ン
爆
弾
の
威
力
は
凄
ま
じ
か
っ
た
。

四
　
並
ん
だ
ド
ラ
ム
缶

〔
鶴
田
さ
ん
の
証
言
〕

「
武
蔵
野
女
子
学
院
の
周
り
に
は
、

兵
隊
が
ド
ラ
ム
缶
を
た
く
さ
ん
並
べ
て

置
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
コ
ー

ル
タ
ー
ル
が
入
っ
て
い
て
、
ど
ろ
ど
ろ

し
て
い
ま
し
た
。
空
襲
が
あ
る
と
、
そ

れ
を
火
を
付
け
燻
し
て
黒
い
煙
を
出
す

ん
で
す
。
そ
う
す
る
と
飛
行
機
か
ら
下

が
見
え
に
く
く
な
る
。
煙
は
も
う
も
う

と
立
ち
上
が
り
、
終
わ
り
の
サ
イ
レ
ン

が
鳴
る
と
す
ぐ
に
消
す
ん
で
す
。
中
島

飛
行
機
の
工
場
あ
た
り
を
隠
す
役
割
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

今
の
田
無
工
科
高
等
学
校
や
柳
沢
小
学

校
あ
た
り
に
は
時
限
爆
弾
が
た
く
さ
ん

落
ち
た
と
思
い
ま
す
。
爆
弾
が
落
ち
る

と
、
深
い
穴
が
で
き
て
、
そ
こ
か
ら
水

が
出
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
柳
沢

の
ガ
ス
タ
ン
ク
あ
た
り
に
爆
弾
が
落
ち

て
、
青
梅
街
道
が
水
浸
し
に
な
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
女
の
子
を
助
け
に
行
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
深
大
寺
街
道
辺
り

で
も
水
が
出
ま
し
た
。
昭
和
20
年
に
清

瀬
の
親
戚
の
家
に
疎
開
し
た
際
に
は
、

田
無
の
方
を
見
る
と
煙
が
上
が
っ
て
い

る
の
が
よ
く
見
え
ま
し
た
。
女
性
た
ち

は
飯
能
方
面
、
名
栗
方
面
へ
２
ヶ
月
く

ら
い
疎
開
し
ま
し
た
。」

参
考
図
書　
武
蔵
野
女
子
学
院
中
学

校
・
高
等
学
校 

松
岡
千
里
（
２
０
１

０
年
）『
戦
時
日
誌
類
か
ら
み
た
戦
時

下
の
武
蔵
野
女
子
学
院
』
p
16

日
本
本
土
へ
の
空
襲
が
激
し
く
な
る

と
、
軍
部
は
学
校
や
寺
院
な
ど
を
応
急

的
に
兵
舎
（
学
校
兵
舎
）
と
し
始
め
た
。

学
院
の
施
設
自
体
も
次
第
に
戦
時
色

を
増
し
、
１
９
４
４
年
（
昭
和
19
年
）

３
月
に
は
「
東
京
都
立
武
蔵
野
女
子
学

院
託
児
所
」
が
旧
弓
道
場
内
に
開
設
さ

れ
、
同
年
11
月
に
は
校
舎
の
一
部
に
、

本
土
防
衛
の
高
射
砲
隊
東
部
１
９
９
１

部
隊
が
入
り
、
同
年
12
月
末
に
は
、
軍

の
命
令
に
よ
り
、
空
襲
を
避
け
る
た
め

校
舎
全
体
に
迷
彩
が
施
さ
れ
た
。
塗
料

が
手
に
入
ら
ず
、
コ
ー
ル
タ
ー
ル
を
使

っ
て
白
い
講
堂
は
黒
く
塗
ら
れ
た
。
こ

の
と
き
の
日
誌
に
は
「
校
舎
表
面
泥
土

塗
抹
作
業
に
兵
隊
朝
よ
り
従
事
。
白
亜

の
殿
堂
も
惜
し
い
哉
、
姿
を
消
さ
ん
と

す
」
と
記
さ
れ
、
無
念
さ
が
滲
み
出
て

い
る
。
さ
ら
に
１
９
４
５
年
（
昭
和
20

年
）
６
月
に
は
校
舎
の
一
部
を
燕
部
隊

に
提
供（
正
門
に
営
門
が
設
置
さ
れ
た
）、

校
庭
の
至
る
と
こ
ろ
に
防
空
壕
が
作
ら

れ
、
構
内
は
軍
服
姿
ば
か
り
が
目
立
つ

よ
う
に
な
る
。

電
車
輸
送
を
開
始
し
た
の
も
こ
の
年
の

11
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
食
料
増
産
の

担
い
手
と
し
て
当
局
が
採
用
し
た
の
が

「
戦
時
農
業
要
員
」
制
で
あ
り
。
戦
時

農
業
要
員
と
は
農
業
生
産
統
制
令
に
基

づ
く
も
の
で
「
国
民
食
料
確
保
の
国
家

要
請
に
応
え
、
全
力
を
発
揮
し
て
食
料

農
産
物
の
増
産
を
図
る
べ
き
」
も
の
で

あ
り
、
疾
病
や
軍
事
招
集
な
ど
の
ほ
か

は
自
由
に
「
農
業
を
営
む
こ
と
を
罷
め

る
」
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
た
。
こ
う
し
た
い
わ
ば
農
業
戦
士
や

女
子
や
青
少
年
達
に
も
及
び
、
食
料
増

産
が
図
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
人
手
不

足
に
加
え
肥
料
・
農
具
な
ど
の
生
産
手

段
の
供
給
も
ま
ま
な
ら
ず
、
集
約
農
業

を
基
本
と
す
る
農
業
生
産
は
減
反
の
一

途
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
。

三
　
撃
ち
落
と
さ
れ
た
戦
闘
機

〔
鶴
田
さ
ん
の
証
言
〕

「
関
前
公
園
の
西
側
に
関
前
高
射
砲

隊
の
陣
地
が
あ
り
ま
し
た
。
高
射
砲
が

P
51
マ
ス
タ
ン
グ
に
当
た
っ
て
、
戦
闘

機
を
落
と
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

米
兵
は
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
で
付
近
に
降
り

て
き
ま
し
た
が
、
ピ
ス
ト
ル
を
構
え
て

い
ま
し
た
。
ピ
ス
ト
ル
は
撃
た
な
か
っ

た
よ
う
で
す
。
大
勢
の
人
た
ち
が
『
こ

ん
ち
く
し
ょ
う
』
と
言
い
な
が
ら
、
竹

槍
や
鎌
、
ナ
タ
を
持
っ
て
集
ま
っ
て
い

っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
子
供
は
み

て
は
ダ
メ
だ
と
言
わ
れ
て
、
近
づ
く
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
昼
夜
問
わ

ず
探
照
灯
を
当
て
て
い
た
の
で
、
パ
イ

ロ
ッ
ト
の
顔
が
見
え
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
小
平
の
小
川
の
方
に
B
29
が
落

ち
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
を
見
に
行
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
現
場
に
は
ケ
ヤ

キ
の
木
に
洋
服
が
引
っ
か
か
っ
て
い
た

り
、
女
性
用
の
も
の
と
思
わ
れ
る
品
が

散
乱
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
女
性

の
兵
隊
も
乗
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
ま
し
た
。」

参
考
図
書 

前
川
正
男 (

２
０
０
０
年)

 『
中
島
飛
行
機
物
語
』
p
178

は
る
ば
る
サ
イ
パ
ン
か
ら
飛
ん
で
く

る
B
29
は
、
ひ
と
き
わ
目
立
つ
富
士
山

を
目
標
に
飛
来
し
て
き
て
、
富
士
山
の

手
前
で
日
本
の
迎
撃
戦
闘
機
群
を
避
け

る
た
め
一
万
メ
ー
ト
ル
ま
で
上
昇
す
る
。

そ
し
て
、
中
央
線
に
沿
っ
て
東
上
し
、

三
鷹
上
空
で
武
蔵
製
作
所
へ
ほ
と
ん
ど

全
弾
を
投
下
し
、
す
ぐ
そ
ば
の
荻
窪
製

作
所
へ
は
残
弾
を
落
と
し
、
日
本
の
戦

闘
機
と
交
戦
し
な
が
ら
九
十
九
里
浜
か

ら
日
本
を
離
脱
、
サ
イ
パ
ン
へ
帰
る
の

が
コ
ー
ス
で
あ
っ
た
。

武
蔵
製
作
所
の
上
空
の
雲
が
厚
い
時

B
29
は
、
レ
ー
ダ
ー
を
頼
り
に
宮
城
へ

向
け
て
投
弾
し
た
。
あ
い
に
く
そ
の
弾

が
そ
れ
て
神
田
の
一
帯
に
落
ち
、
神
田

っ
子
は
び
っ
く
り
し
た
。
な
に
し
ろ
中

五
　
物
置
の
兵
隊
た
ち

〔
鶴
田
さ
ん
の
証
言
〕

「
自
宅
の
物
置
に
は
、
10
人
以
上
の

兵
隊
が
常
駐
し
て
い
ま
し
た
。
広
さ
は

40
畳
く
ら
い
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
兵

隊
は
剣
を
ぶ
ら
下
げ
て
い
ま
し
た
し
、

お
風
呂
も
持
ち
込
ん
で
い
ま
し
た
。
自

宅
の
薪
を
使
っ
て
自
炊
し
て
い
ま
し
た
。

仮
住
ま
い
で
あ
っ
て
、
夜
が
明
け
る
と

中
島
飛
行
機
の
工
場
の
方
へ
向
か
っ
て

出
か
け
て
行
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

今
の
市
役
所
の
南
側
あ
た
り
に
は
、
戦

車
壕
が
あ
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
戦
車
が

あ
り
ま
し
た
。
斜
面
を
掘
り
下
げ
て
、

溝
の
中
に
戦
車
が
隠
し
て
あ
り
ま
し
た
。

石
神
井
川
沿
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。」

六
　
竹
藪
の
防
空
壕

〔
鶴
田
さ
ん
の
証
言
〕

「
屋
敷
に
竹
藪
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に

防
空
壕
が
あ
り
ま
し
た
。
防
空
壕
は
自

宅
に
二
つ
あ
り
ま
し
た
。
家
族
が
絶
え

て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、
二
つ
に
分
か

れ
て
隠
れ
る
た
め
で
す
。
夜
に
照
明
弾

が
落
ち
た
時
は
、
昼
と
同
じ
く
ら
い
明

る
く
な
っ
て
、
竹
藪
の
葉
っ
ぱ
が
数
え

ら
れ
る
く
ら
い
で
し
た
。
当
時
３
歳
か

ら
４
歳
く
ら
い
だ
っ
た
弟
が
、
防
空
壕

か
ら
出
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
時
、
戦
闘
機
が
急
降
下
し
て

き
て
、
機
関
銃
で
撃
っ
て
き
ま
し
た
。

あ
と
１
メ
ー
ト
ル
で
当
た
っ
て
し
ま
う

と
こ
ろ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
機

関
銃
の
弾
を
、
ス
コ
ッ
プ
で
拾
っ
て
防

火
用
水
に
入
れ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

機
関
銃
の
弾
は
、
大
人
の
指
く
ら
い
の

大
き
さ
で
、
弾
か
ら
湯
気
の
よ
う
な
も

の
が
出
て
い
ま
し
た
。」

参
考
図
書　
田
無
市
立
中
央
図
書
館

（
１
９
８
２
年
）『
田
無
の
戦
災
誌
』p
93-

94

今
井　
ラ
ジ
オ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
「
田

無
上
空
」と
か
、し
ょ
っ
ち
ゅ
う「
田
無
」

と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
た
か
ら
、
あ

の
頃
の
田
無
は
有
名
で
し
た
よ
。
中
島

飛
行
機
を
初
め
て
小
さ
い
工
場
が
た
く

さ
ん
あ
る
た
め
、
狙
わ
れ
た
ん
で
す
。

小
林　
中
島
飛
行
機
武
蔵
製
作
所
が
焼

夷
弾
爆
撃
を
受
け
た
時
、
武
蔵
境
の
中

島
の
住
宅
の
人
が
次
々
工
場
か
ら
逃
れ

て
自
宅
へ
帰
る
の
に
出
く
わ
し
ま
し
た
。

そ
の
中
に
一
人
身
体
中
血
だ
ら
け
で
目

も
鼻
も
耳
も
崩
れ
落
ち
、
指
も
何
本
か

な
い
人
が
、
精
一
杯
逃
げ
て
い
く
の
を

見
た
時
は
ガ
タ
ガ
タ
体
が
震
え
ま
し
た
。

そ
の
時
う
ち
の
お
じ
い
さ
ん
が
「
こ
れ

は
カ
チ
カ
チ
山
の
戦
と
い
っ
し
ょ
だ
。

も
う
じ
き
、
カ
チ
カ
チ
負
け
る
ぞ
」
っ

て
言
っ
て
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

内
田　
あ
そ
こ
の
工
場
は
メ
チ
ャ
ク
チ

ャ
に
や
ら
れ
た
も
の
ね
え
。
か
な
り
の

人
が
亡
く
な
っ
た
ん
で
し
ょ
う
。
重
ね

た
棺
桶
の
死
体
か
ら
ダ
ク
ダ
ク
滴
が
落

ち
た
っ
て
い
う
も
の
。
そ
れ
を
ト
ラ
ッ

ク
で
火
葬
場
へ
持
っ
て
行
っ
て
も
燃
料

が
な
く
て
焼
け
な
い
ん
だ
っ
て
よ
。
む

ご
い
話
で
し
ょ
う
。

七
　
出
征
兵
士
の
見
送
り

〔
鶴
田
さ
ん
の
証
言
〕

「
小
学
校
の
黒
板
に
は
、
だ
れ
が
出

征
す
る
か
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
日
の

丸
の
旗
を
持
っ
て
田
無
駅
ま
で
見
送
り

に
行
き
、
駅
で
万
歳
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
出
征
す
る
兵
隊
は
、
剣
を
下

げ
て
行
進
し
、
田
無
神
社
に
お
参
り
に

行
っ
て
い
ま
し
た
。
小
学
校
で
は
、
空

襲
が
始
ま
る
と
校
舎
の
南
側
に
あ
る
防

空
壕
に
入
り
ま
し
た
。
奉
安
殿
が
あ
っ

て
教
育
勅
語
を
暗
記
し
て
い
ま
し
た
。

農
家
の
子
供
は
成
績
が
良
か
っ
た
ん
で

す
。
そ
れ
は
、
農
家
の
子
供
は
先
生
に

麦
を
持
っ
て
行
っ
た
り
、
逆
に
先
生
が

農
家
の
子
供
に
食
べ
物
を
ね
だ
っ
た
か

ら
な
ん
で
す
。」

八
　
G
H
Q

〔
鶴
田
さ
ん
の
証
言
〕

「
玉
音
放
送
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
知

ら
せ
る
回
覧
板
が
回
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
８
月
16
日
に
は
、
P
51
マ
ス
タ

ン
グ
が
高
圧
線
す
れ
す
れ
の
低
空
を
、

編
隊
を
組
ん
で
ゆ
っ
く
り
と
飛
ん
で
い

ま
し
た
。
田
無
の
上
空
に
は
B
29
が
何

機
も
飛
来
し
、
す
さ
ま
じ
い
爆
音
が
響

い
て
い
ま
し
た
。
終
戦
に
な
る
と
、
チ

ュ
ー
イ
ン
グ
ガ
ム
を
噛
ん
で
い
る
米
兵

が
、
機
関
銃
を
持
っ
て
ジ
ー
プ
に
乗
っ

て
、
自
宅
の
さ
つ
ま
い
も
畑
や
、
陸
稲

の
畑
に
勝
手
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。
日

本
兵
が
残
っ
て
い
な
い
か
探
し
て
い
た

よ
う
で
す
。
一
人
は
黒
人
で
し
た
。
弟

と
近
寄
っ
た
ら
、
食
べ
か
け
の
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
を
一
人
一
枚
く
れ
た
の
を
覚
え

て
い
ま
す
。
父
に
は
、
G
H
Q
に
連
れ

て
行
か
れ
る
か
ら
だ
め
だ
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
戦
車
も
道
路
を
走
っ
て
い
ま
し

た
が
、
キ
ャ
タ
ピ
ラ
の
音
が
う
る
さ
か

っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
米
軍
の
将

校
が
、
近
所
に
あ
っ
た
３
階
建
て
の
中

島
飛
行
機
の
宿
舎
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
上
級
将
校
に
な
る
と
、
成
蹊
大

学
の
南
側
、
五
日
市
街
道
を
入
っ
た
あ

た
り
に
住
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。
現
在

の
三
鷹
市
・
横
河
電
機
の
近
く
に
は
、

赤
線
が
あ
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

戦
争
が
終
わ
る
と
、
中
島
飛
行
機
の
工

場
の
あ
た
り
に
は
、
米
軍
が
出
入
り
す

る
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
み
た
い
な
も
の
が
で

き
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
田
無
駅
北

口
に
は
米
軍
相
手
の
キ
ャ
バ
レ
ー
が
い

く
つ
か
で
き
た
よ
う
で
す
。
国
に
帰
る

米
兵
は
生
活
用
品
を
置
い
て
帰
る
の
で
、

田
無
駅
周
辺
で
は
、
米
兵
か
ら
横
流
し

さ
れ
た
古
着
や
、
た
ん
す
、
椅
子
な
ど

を
売
る
人
も
い
ま
し
た
。」

田無神社社報

⑬



宵
宮
の
７
月
11
日
（
土
）
午
後
６
時

よ
り
柳
沢
集
会
所
に
鎮
座
す
る
津
嶋
神

社
に
お
い
て
、
宵
宮
祭
・
出
御
祭
が
斎

行
さ
れ
ま
す
。
続
い
て
、
御
旅
所
に
て

入
御
祭
・
動
座
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

そ
し
て
本
宮
の
７
月
12
日
（
日
）
は
、

柳
沢
ガ
ー
ド
下
付
近
で
発
輿
祭
・
神
幸

祭
が
斎
行
さ
れ
、
津
嶋
神
輿
が
出
御
い

た
し
ま
す
。
そ
の
後
、
神
輿
は
田
無
１

区
を
巡
行
し
な
が
ら
田
無
神
社
に
立
ち

寄
り
、
境
内
の
津
嶋
神
社
前
に
お
い
て

天
王
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
巡

幸
を
続
け
た
の
ち
、
夕
刻
に
還
御
し
、

還
幸
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。
祭
典
の
日

程
は
、
６
月
中
旬
以
降
、
田
無
神
社
の

公
式
H
P
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

７
月
12
日
（
日
）、
向
台
大
太
鼓
が

社
会
福
祉
法
人
東
京
聖
新
会
ハ
ー
ト
フ

ル
／
フ
ロ
ー
ラ
田
無
の
正
面
玄
関
前
広

場
か
ら
田
無
神
社
ま
で
巡
行
し
、
地
域

の
子
ど
も
た
ち
が
太
鼓
を
曳
き
ま
す
。

向
台
大
太
鼓
の
子
ど
も
太
鼓
曳
き
募

集
要
項
な
ら
び
に
、
向
台
大
太
鼓
・
津

嶋
神
社
神
輿
の
田
無
神
社
到
着
時
間
な

ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、
６
月
中
旬
以
降

に
田
無
神
社
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

６
月
13
日
（
土
）
午
後
１
時
よ
り
、

龍
神
池
に
お
い
て
御
田
植
祭
が
斎
行
さ

れ
ま
す
。
御
田
植
祭
は
、
稲
作
の
手
順

を
儀
礼
化
し
た
古
く
か
ら
伝
わ
る
神
事

で
あ
り
、
田
無
神
社
で
は
五
穀
豊
穣
を

祈
念
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
当
日
は
、
龍

神
池
の
浅
瀬
に
稲
の
苗
を
植
え
つ
け
、

豊
か
な
実
り
を
祈
願
い
た
し
ま
す
。
収

穫
さ
れ
た
稲
は
、
10
月
の
大
祭
に
お
い

て
、
神
輿
の
鳳
凰
な
ど
に
括
り
付
け
て

奉
納
さ
れ
ま
す
。

悪
疫
退
散
の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
る

牛
頭
天
王
の
夏
祭
り
が
、
兼
務
社
で
あ

る
尉
殿
神
社
に
お
い
て
、
６
月
15
日

（
月
）
午
後
１
時
よ
り
斎
行
さ
れ
ま
す
。

牛
頭
天
王
は
、
疫
病
を
は
じ
め
と
す

る
災
厄
を
祓
う
御
神
徳
を
有
す
る
神
と

し
て
、
古
く
か
ら
信
仰
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
と
り
わ
け
夏
は
、
暑
さ
と
と
も
に

疫
病
や
さ
ま
ざ
ま
な
病
が
広
ま
り
や
す

い
時
期
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を

鎮
め
、
人
々
を
守
る
神
と
し
て
広
く
崇

敬
さ
れ
て
い
ま
す
。

６
月
17
日
（
水
）
午
前
10
時
よ
り
、

大
鵬
土
俵
前
に
お
い
て
三
社
祭
を
斎
行

い
た
し
ま
す
。
三
社
祭
は
、
塩
竈
神
社
、

煩
大
人
神
社
、
大
鵬
土
俵
の
三
社
を
お

祀
り
す
る
祭
典
で
す
。

８
月
15
日
（
土
）
正
午
よ
り
、
日
露

戦
争
戦
役
記
念
碑
前
に
お
い
て
慰
霊
祭

を
斎
行
い
た
し
ま
す
。
一
般
の
皆
様
に

も
ご
参
列
い
た
だ
き
、
英
霊
に
追
悼
の

誠
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
感
謝
の
意
を

奉
告
い
た
し
ま
す
。
ど
な
た
様
で
も
ご

参
列
の
う
え
、
玉
串
拝
礼
を
し
て
い
た

だ
け
ま
す
。
ご
予
約
は
不
要
で
す
の
で
、

正
午
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

８
月
23
日
（
日
）
午
後
２
時
よ
り
、

兼
務
社
で
あ
る
下
保
谷
天
神
社
に
お
い

て
初
穂
祭
を
斎
行
い
た
し
ま
す
。
初
穂

祭
は
、
田
の
神
へ
の
感
謝
を
捧
げ
る
と

と
も
に
、
豊
か
な
実
り
を
寿
ぐ
祭
礼
で

す
。色

と
り
ど
り
の
て
る
て
る
坊
主
で
彩

ら
れ
た「
七
夕
て
る
て
る
ト
ン
ネ
ル
」は
、

６
月
13
日（
土
）か
ら
７
月
21
日（
火
）ま

で
、
田
無
神
社
境
内
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

七
夕
て
る
て
る
ト
ン
ネ
ル
は
、
御
祭

神
で
あ
る
級
長
津
彦
命
・
級
長
戸
辺
命

に
感
謝
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
台
風
や

雨
風
な
ど
の
災
害
が
な
く
、
農
作
物
が

順
調
に
育
つ
こ
と
を
祈
念
し
て
設
置
す

る
も
の
で
す
。

ご
参
拝
の
皆
様
は
、
て
る
て
る
坊
主

の
短
冊
に
願
い
ご
と
を
ご
記
入
の
う
え
、

ト
ン
ネ
ル
に
結
び
つ
け
て
い
た
だ
け
ま

す
。「
て
る
て
る
短
冊
」
に
は
顔
を
描
き
、

お
願
い
ご
と
を
お
書
き
の
う
え
、
ト
ン

ネ
ル
に
結
び
く
だ
さ
い
。

て
る
て
る
短
冊
は
、
お
み
く
じ
処
に

て
、
一
体
300
円
で
頒
布
い
た
し
ま
す
。

田
無
神
社
で
は
、
お
預
か
り
し
た
お

人
形
を
お
並
べ
し
、
祝
詞
を
奏
上
し
て

感
謝
の
意
を
捧
げ
る「
お
人
形
感
謝
祭
」

を
、
毎
年
８
月
第
１
日
曜
日
に
執
り
行

っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
は
、令
和
８
年
８
月
２
日
（
日
）

に
斎
行
い
た
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
、「
お
人
形
感
謝
祭
」
の
チ
ラ
シ
、

ま
た
は
田
無
神
社
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（令和8年6月1日発行）
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て
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７
月
は
、
田
無
の
夏
を
彩
る
「
津
嶋

の
天
王
祭
」
の
季
節
で
す
。
真
夏
の
強

い
陽
射
し
の
も
と
、
お
神
輿
が
威
勢
よ

く
担
が
れ
、
力
強
い
掛
け
声
が
町
中
に

響
き
渡
り
ま
す
。
祭
礼
が
始
ま
る
と
場

の
空
気
は
引
き
締
ま
り
、
厳
か
な
時
間

が
流
れ
ま
す
。
に
ぎ
や
か
さ
の
中
に
も

緊
張
感
が
感
じ
ら
れ
る
津
嶋
の
祭
礼
。

今
も
な
お
、
多
く
の
人
々
の
手
に
よ
っ

て
大
切
に
守
り
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
「
津
嶋
の
祭
礼 

写
真
集
」

と
し
て
23
枚
の
写
真
を
紹
介
し
ま
す
。

⑮

田無神社社報

津
嶋
の
祭
礼 

写
真
集



（令和8年6月1日発行）
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田無神社社報



令和7年 夏越大祓の茅の輪令和8年 端午祭

令和7年 向台大太鼓祭典令和7年 七夕トンネル

令和7年 お人形感謝祭令和8年 五穀豊穣春祭・雹祭

令和7年 鯉のぼり令和8年イチョウの花

祭典と境内四季

⑱

田無神社社報 （令和8年6月1日発行）




